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は メ,ミ

八尾市は東に生駒山地、西に上町台地、南に羽曳野丘陵に囲まれた大阪平野の中に位置

しています。この平野は、淀川や旧大和川および生駒山地西麓から西へ流れる中小の河川

の堆積作用によって形成されており、従来より肥沃な土壌地帝で、人々が生活する上で好

ましい条件が揃っていた地域であり、古来より人々が生活していた遺跡が多く存在してい

ます。現在、その遺跡のほとんどは河川等の堆積作用や近年の土地区画等の整地によって

地中深くに残っています。近年、平野部では住宅建設や工場建設等の大規模な開発が多く

行なわれるようになり、地中深く眠っていた遺跡が破壊されることが頻繁に起きてきまし

た。そこで、これらの文化財を開発による破壊から守り、先人が残した文化遺産を後世に

永く伝承させることが我々の責務と認識し、文化財の保護・保存の徹底をはかってきたと

ころであります。

今回、平成 5年度に実施しました中田遺跡 (第 16～ 18・ 20～ 23次調査)、 人尾南遺跡

(第 19次調査)、 山賀遺跡 (第 1・ 2次調査)の 3遺跡に及ぶ調査 。整理が完了しました

ので報告書を刊行する逗びとなりました。

本書が学術研究及び本市の地域史の資料として、さらに文化財保護への啓発普及に活用

して頂ければ幸いであります。

末筆となりましたが、調査においてご協力いただきました関係各位の皆様方に深くお礼

申し上げますとともに、今後ともよリー層のご理解、ご支援を賜りますようお願いいたし

ます。

19944F10月 財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 木 山 丈 司

きし



1.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が平成 5年度に実施した発掘調査成果報告を収録
したもので、内業整理及び本書作成業務は各現場終了後に着手し、平成 6年 9月 をもって

終了した。

1,本書に収録した報告は、下記のとおりである。
1.本書掲載の地図は、大阪府八尾市市役所発行の12,500分の1(昭和61年 8月 )。 人尾市委員会
発行の『人尾市埋蔵文化財分布図』 (平成 5年 10月 1日改訂)を もとに作成した。

1.本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。
1.本書で用いた方位は磁北及び国土座標の真北を示している。
1.遺構は下記の略号で表した。
竪穴住居―SI 溝―SD 井戸―SE 土坑―SK 小穴―SP 自然河川一NR
掘立柱建物―SB 落ち込み―SO 土器棺墓一土器棺 土器集積―SW
l.遺物実測図は、断面の表示によって次のように分類した

弥生土器・土師器・瓦器・埴輪・石類―白、須恵器―黒、木製品―斜線。

1.各調査に際して発掘調査、写真・実測図の他にカラースライドも多数作成している。市民
の方々が、広く利用されることを希望する。
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I 中田遺跡第16次調査 (N T93-16)



例

1.

本書は、人尾市人尾木北 1丁目33・ 34で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書で

ある。

本書で報告する中田遺跡第16次調査 (N T93-16)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第13号 平成 5年 4月 22日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調査研

究会が松本友治氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 5月 17日 ～5月 27日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は170m2で ぁる。なお、調査においては人田雅美・西岡千恵子・島野銅―・大西

謙太郎・松岡章雄が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子・川上節

子、遺物写真レイアウトー人田、本文の執筆―高萩が担当した。

1.

1.
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中田遺跡第16次調査 (N T93-16)

中田遺跡第16次調査 (N T93-16)

1.Iよ じめに

中田遺跡は入尾市のほぼ中央に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 6丁目、刑部

1～ 4丁 目、人尾木北 1～ 6丁目にあたる。

地理的には旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡

の周辺には南に東弓削遺跡、西に矢作遺跡、北西に成法寺遺跡、北に小阪合遺跡がある。

当遺跡では、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。中田遺跡調査会 。当調査研究会により

数次の発掘調査が実施され、弥生時代前期から近世にかけての複合遺跡であることが確認され

ている。特に古墳時代初頭～前期にかけての集落遺構が遺跡全般に存在していることが今まで

の調査で確認されている。

今回実施した発掘調査は、中田遺跡の中央部付近にあたる人尾木北 6丁目で行われる倉庫付

第 1図 調査地位置図及び周辺図
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き共同住宅建設に伴うものである。調査地

の近接では平成 2年に当調査研究会が実施

した第 8次調査地 (NT90 8)、 平成 2年～

4年度に市教育委員会が実施した遺構確認

調査が行われており、古墳時代前期を中心

とした遺構・遺物が検出されている。

2.調査の概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は建設の基礎工事により

遺跡が破壊される部分を対象にして調査区

を設定した。調査区は縦17m×横10mの長

方形で、面積170m2を 測る。調査期間は、

平成 5年 5月 17日 ～ 5月 27日 までである。

調査区割は調査区部分にカバーできる範

囲で 5m四方の方眼を設定した。区名は東

西線が北からアルファベット (a～ b)、

南北線が西から数字 (1～ 4)を付け、南

西角より北西を優先し、 la区～4b区 と

した。

調査では、現地表下 lm前後を機械で掘

削し、以下0.4mの上層について人力掘削

及び精査を実施した。さらに下層の状況を

確認するため、機械でとどく範囲まで掘削

し、土層状況の確認を行った。調査の結果、

古墳時代前期から近世に至る遺構・遺物を

検出した。遺物は遺構および包含層内から

コンテナにして10箱分程度出土した。

2)基本層序

第 1層 :耕土 (層厚15～ 20cm)。 現在ま

10m
適路
     0

黎

調査区設定図及び区割図第 2図
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1耕土
2床土
3淡灰茶色粘質土
4灰褐色粘土
5乳灰茶色シル ト混じり細砂
6乳灰褐色粘土
7褐灰色砂礫混粘質土
8決反掲色綱砂混粘質土
9淡灰掲色～青反色シルト
10青灰色粘質シル ト

第 3図 基本層序桂状図
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第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

中国遺跡第16次調査(N T93-ユ 6)

で水田として耕作していた土層である。上面で標高9.5mを測る。

床土 (層厚15～ 20cm)。 水田の床土である。

淡灰茶色粘質土 (層厚15～ 20cm)。 近世の瓦片がごく少量含まれている。

灰褐色粘土 (層厚15～ 20cm)。 中世の水田耕作土と考えられるが、上面 (水田面)

は近世 (第 3層 )に より削平されている。

乳灰茶色シルト混じり細砂 (層厚5～ 10cm)。 一時的に堆積した洪水層と考えられる。

乳灰褐色粘土 (層厚5～ 10clll)。 古墳時代後期以降の水田耕作土と考えられる。上面

には足跡状のくぼみに砂が入り込んでいるのが観察でき、洪水層 (第 5層 )に より埋

まったものと考えられる。層内の低位から古墳時代後期の遺物が少量含まれていた。

褐灰色砂礫混粘質土 (層厚5～ 10cm)。 古墳時代前期後半 (布留式新相)か ら中期の

遺物包含層である。

淡灰褐色細砂混粘質土 (層厚15～ 20cm)。 古墳時代前期前半 (布留式古相)の遺物包含

層で、古墳時代前期 (布留式新オロ)の遺構が切り込まれている。標高は8.6mを測る。

淡灰褐色～青灰色シルト (層厚30cm)。 古墳時代前期前半 (布留式古相)の遺構面

である。標高は8.3mを測る。

青灰色粘質シルト (層厚20cm以上)。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、第 1調査面は第 8層上面 (標高8.6m)で、古墳時代前期 (布留式新相)か ら

中期の土坑 2基 (SK-101～ 102)。 溝 1条 (SD-101)を 検出した。第 2調査面は第 9層

上面 (標高8.3m)で、古墳時代前期 (布留式古相)の掘立柱建物 1棟 (SB-201)・ 土坑 6

基 (SK-201～ 206)・ 小穴20個 (SP-201～ 220)・ 溝 7条 (S D 201～ 207)・ 小穴列 1箇

所を検出した。以下、各調査面の主な遺構 。遺物について記す。

第 1調査面

土坑 (SK)

SK-101

調査区北東部 (lb・ 2b区)で検出した。南西部は市教委の試掘孔により削平され、一部は

東壁 。北壁に至り全容は不明であるが、検出部分での平面形状は方形を呈している。規模は東

西幅0。 4m、 南北幅1.5m、 深さ約0.15mを測る。堆積土は上層から暗灰褐色粘質土・黒灰褐色

土・灰黒色粘質土 (炭を多量に含む)である。遺物は下層から古墳時代前期前半 (布留式古相)

に比定される壺・小型九底壺・布留甕などの破片が少量出土しているが、時期は古墳時代前期

-3-
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第 4図 遺構平面図
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中田遺跡第16次調査(N T93-16)

後半以降に比定される。これはベース層が古墳時代前期前半の包含層 (第 8層 )であり、混入

したものと考えられる。

SK-102

調査区北東部 (3a区)で検出した。平面形状は南北に長い方形を呈する。規模は長径1.5m、

短径0.4m、 深さ約0。 15mを 測る。堆積土は暗褐灰色粘質シルトで、少量の炭が含まれている。

遺物は下層から古墳時代前期 (布留式古相～新相)に比定される土器片がごく少量出土している。

溝 (SD)

SD-101

調査区中央北部 (2a～ 2b区)で検出した。南東―北西方向に伸びるもので、検出長10.7m、

幅0。 4m、 深さ0.2mを 測る。堆積土は灰色粘質シルトである。遺物は古墳時代前期 (布留式古

相)に比定される土器片が少量出土しているが、第 8層の混入遺物と考えられる。

第 2調査面

掘立柱建物 (SB)

SB-201

調査区の南東部 (3b区)で検出した。主軸はほぼ南西―北東を示し、規模は 2聞 × 2間の

総柱の建物跡と思われる。柱穴の並びは 9個のうち 7個 を検出した。間隔は北西―南東方向が

北西から1.2m。 1.Om、 南西―北東方向が南西から1.2m、 1.2mである。復元床面積は約5.28

m2(1.6坪 )を測る。柱穴の形状は円形で、径0.2～ 0,4m、 深さ8～ 26cmを 測る。堆積土は暗

灰褐色粘質シルトである。遺物は内部から布留式に比定される土器片がごく少量出土している。

土坑 (SK)

SK-201

調査区中央東 (2b。 3b区)で検出した。SD-101

に切られ、SK-202を切り、SK-2071よ切り合う関

係にある。東部は調査区外に至り、全容は不明である。

検出部分の規模は、東西幅2.9m以上、南北幅4.4m、

深さ0.15m前後を測る。堆積土は灰茶色粘質シルトで

ある。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に

比定される布留甕 (1)な どの上器片が少量出上して

いる。

1

10cm

第 5図  SK-201出 土遺物実測図
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SK-202

調査区北南部 (3b区)で検出した。SD-201を切 り、 SK-201に 切られる。東部は調査

区外に至り、全容は不明である。平面形状は検出部で、直角のコーナーをもっており、方形の

竪穴住居の可能性が考えられる遺構である。規模は東西幅2.5m、 南北幅1.5m、 深さ約0.07m

前後を測る。堆積土は淡茶色シルトである。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比

定される土器片がごく少量出土している。

SK-203

調査区北南部 (4b区 )で検出した。平面形状は南北に長い楕円形を呈し、SD-207・ SK-204

を切っている。規模は長径2.3m、 短径1.3m、深さ約0.4mを 測る。堆積土は暗灰茶色粘質シル

トである。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片が少量出土している。

SK-204

調査区北南部 (4b区)で検出した。平面形状は円形と思われるが、SK-2031こ 切られてお

り、全容は不明である。規模は径0.9m、 深さ約0.19mを 測る。堆積土は暗灰茶色粘質土であ

る。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片がごく少量出土している。

SK-205

調査区南部 (4b区)で検出した。平面形状は不定形で、SD-207を切っている。規模は長

径1,3m、 短径0.84m、 深さ約0,13mを測る。堆積土は暗灰茶色粘質土である。遺物は内部か

ら古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片が少量出土している。

SK-206

調査区中央西部 (2a区 )で検出した。東部はSD-2021こ 切られ、西部は調査区外に至り、

不明である。規模は検出部で、東西幅2.Om、 南北幅1.6m、 深さ約0.07mを測る。堆積土は淡

灰茶色粘質シルトである。遺物は内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片が

ごく少量出土している。

溝 (SD)

SD-201

調査区中央北 (2a。 2b区)で検出した。方向は東西方向に伸び、西部はSD-202と 合流す

る。東部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅0.62～ 0.8m、 深さ0.lmを測る。断面は浅い

半円形を呈する。堆積土は灰茶色粘質シルトである。遺物は、内部から古墳時代前期 (布留式

古相)に比定される土器片がごく少量出土している。

SD-202

調査区西部 (la～ 3a区)で検出した。方向は南北方向に伸び、 SK-206を 切り、SD-201
。SD-206・ SD-207と 合流する。北部は調査区外に至る。規模は検出部で、幅1.3～ 1.6m、
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中田遺跡第16次調査(N T93-16)

深さ0。 18m前後を測る。断面は浅い半円形を呈する。堆積土は灰茶色粘質シルトである。遺物

は、内部から古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片がごく少量出土している。

SD-203

調査区南東部 (3b区 )で検出した。東西方向に伸びるもので、規模は検出長1.25m、 幅0.56

m、 深さ0.09mを測る。堆積土は灰色粘質上である。遺物は古墳時代前期 (布留式古相)に比

定される甕 。高郭等の小片がごく少量出土している。

SD-204

調査区南西部 (4a区)で検出した。南西―北東方向に伸びるもので、北部はSD-207を 切

り、途切れている。南西部は調査区外に至る。規模は検出長2.9m、 幅0.88m、 深さ0.22mを

測る。堆積土は炭が含まれる暗灰褐色粘質土である。遺物は古墳時代前期 (布留式古相)に比

定される土器片がごく少量出土している。

SD-205

調査区中央部 (2b～ 3a区)で検出した。南西一北東方向に伸びるもので、SK-207,SP一

205を 切り、SD-206・ SD-207と 合流する。北部はSK-101底部により切られる。規模は

検出長約9,Om、 幅0.6～ 0。 7m、 深さ0。 12m前後を浪Iる。堆積土は灰茶色粘質シルトである。

遺物は古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片がごく少量出土している。

SD-206

調査区中央部 (2a～ 2b区)で検出した。東西方向に伸びるもので、東部はSD-205、 西部

はSD-202と 合流する。規模は検出部で、検出長3.6m、 幅1.Om、 深さ0,14m前後を測る。

堆積土は灰茶色粘質シルトである。遺物は古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片が

ごく少量出土している。

SD-207

調査区南部 (3a～ 4b区 )で検出した。東西方向に伸びるもので、SK-203～ SK-205。 SD―

20牛 SP-208に 切られ、西部はSD-202と 合流する。東部は南部に広がりながら調査区外に至

る。規模は検出長10.Om、 幅1.4～ 3.Omで、深さは浅い部分が0.15m、 SD-202と 合流した接点

部で土坑状に深くなっている部分が0,7mを測る。堆積土は上層が灰茶色粘質シルトで、下層 (土

坑状部分)が暗灰色粘質土で、底面付近に自然木・植物遺体がある。遺物は土坑状部分から古墳時

代前期 (布留式古相)に比定される壺・甕・高杯等の土器片がコンテナ箱にして 3箱分出土した。

また焼けた木片とともに不明木製品が出土している。図示できたものは53点である。2～ 13は壼

である。2は二重口縁重の口縁部、3は複合口縁壺の日縁部、4・ 6は ラッパ状に開く重、7～ 13

は小型重である。14～ 48は甕で、14～ 36は庄内甕、37～ 41は布留甕、42は摂津系の甕、43は系の甕、

4牛 45は瀬戸内東部系の甕、46・ 47は吉備系の甕である。49～51は鉢である。52～54は器台である。
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第 6図  SD-207出 土遺物実測図 1
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第 7図  SD-207出 土遺物実測図 2
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第 8図  SD-207出 土遺物実測図 3
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中田遺跡第16次調査 (N T93-16)

第 9図  SD-207出 土遺物実測図 4

小穴 (SP)

SP-101～ S P120

調査区 (2a。 3a区)で20個を検出した (第 1表 )。 そのうち南東部で検出した 7個 (SP一

211～ SP-217)は掘立柱建物 (SB-201)を 構成する柱穴である。北部で検出した 4個

(SP-201～ SP-204)は 東南東―西北西の方向に並ぶ小穴列である。その他の小穴は規則

性のないもので、性格は不明ある。小穴の時期については検出面及び周辺の遺構の状況からみ

て、古墳時代前期 (布留式古相)に比定されるものと思われる。

第 1表 小穴 (SP)一覧表 ※単位はcm

遺構番号 区名 平面形 断面形 径 深 さ 堆 積 土 備  考
SP-201 2a区 円  形 半円形 36-41 灰褐色粘質 ンル ト /1ヽテ|〔ア」

SP-202 2aじ至 楕円形 半円形 32´-44 20 灰褐色粘質シル ト /Jヽ ,代アJ

SP-203 2a区 方  形 半円形 45々-65 8 灰褐色粘質 シル ト /1ヽ 穴 列

SP-204 2b区 楕円形 半円形 30-40 16.5 灰褐色粘質 シル ト /1ヽ ,代ダ」

SP-205 2b[三 半円形 52 10 灰褐色粘質 シル ト

SP-206 3a[正 半円形 38 灰褐色粘質シル ト

SP-207 3a区 円  形 半円形 灰褐色粘質 ンル ト SB-201

SP-208 3a区 円  形 半円形 36 灰褐色粘質シル ト SB-201

SP-209 3b優至 円  形 半円形 24´ヤ30 灰褐色粘質シル ト SB-201

SP-210 3bE至 楕円形 逆台形 56々-58 淡灰色砂礫混細砂 SB-201

SP-2H 3b[至 円  形 半円形 灰褐色粘質シル ト SB-201

SP-212 3b[至 楕円形 半円形 14 灰褐色粘質 シル ト SB-201

SP-213 3b区 楕円形 半円形 24´ヤ30 灰褐色粘質 シル ト SB-201

SP-214 3b区 円  形 半円形 24´-26 灰褐色粘質シル ト

SP-215 3b区 円  形 半円形 20´-30 灰褐色粘質 シル ト

SP-216 3b鬱至 円  形 半円形 20´ヤ26 灰褐色粘質 シル ト

SP-217 4bじ登 円  形 半円形 30 灰褐色粘質 シル ト

SP-218 3aE至 楕円形 半円形 灰褐色粘質 シル ト

S P-219 4a区 楕円形 半円形 27々-30 灰褐色粘質 シル ト

SP-220 4aじ至 楕円形 半円形 34´-47 5 灰褐色粘質シル ト

4)遺構に伴わない出土遺物

第 6層～第 7層 内から古墳時代前期から古墳時代後期に至る遺物を出土した。調査区内での
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第11図 第 7層出土遺物実測図 2
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出土量はコンテナ箱にして約 2箱分である。特に第 8層

から出上した古墳時代前期前半 (布留式古相)の土器が

大半を占めていた。図示できたものについて記す。第 7

層から出土した土器は55～67の壺である。55・ 56・ 60・

61は複合日縁重、57・ 58は広口壷、65～67は小型九底壷、

69～96は奏である。69～85は庄内式奏、86～39は布留式

甕、90は吉備系の甕、91・ 92は東海系のS字口縁甕であ

る。97～ 103は鉢である。104・ 105は器台、106は砥石で

ある。第 6層から出土した古墳時代後期に比定される須

恵器の杯身 (107～ 109)である。

7

9

第12図 第 6層出土遺物実測図
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5)出土遺物観察表

遺物番号
図版番号

器  種
遺構番号 唯

綿
燿
⑪

形態と技法と特徴 色  調 胎   土 焼成 備 考

1 甕
(土師器)
SK-201

口径  149 口縁部内外面ヨヨナデ、体部ナデ、
内面ヘラケズリ

淡責灰色 3 mm以 下の砂粒
(長石・雲母)を少
量含む

良好

2

(土師器)
SD-207

口縁外面ヘラミガキ、内面ヘラミガ
キ・ヘラナデ

明茶灰色 40m以 下 の砂 粒
(長 石・石英・雲

母)を微量に含む

良好

3 同上

SD-207

口径 228 口縁部外面ヘラミガキ 淡灰責茶色 3 mll以 下の砂粒
(長石・雲母)を微
量に含む

良好

4

図版 四

同上

SD-207

口径   208 国縁部内外面ハケナデ後ヨコナデ 外

内
淡灰黄茶色
淡灰橙茶色

3 mm以 下の砂粒
(長石・雲母・石
英)を少量含む

良好

5

図版 四

同上

SD-207

口径  227 口縁部内外面ヨコナデ 外 淡灰茶色―
暗赤仄茶色
内 暗灰褐色

8 mn以 下の砂粒
(長石・赤褐色酸
化粒・雲母)を 少
量含む

良好

6

図版四

同上

SD-207

径部
径
体
底

体部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内
面ヘラケズリ後ヘラナデ・接合痕

乳灰橙色 5m以 下の砂粒
(長石・石英)を多
量に含む

良好 黒斑有り

7 小型九底壷
(土師器)
SD-207

日径   70 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘ
ラケズリ、内面ヘラナデ

淡明茶灰色 4 nm以 下の砂粒
(長石・雲母)を微
量に合む

史好

8

図版四

同上

SD-207

口径
器高

口縁部外面ヘラミガキ、内面ヨコナ
デ、体部外面ヘラケズリ後ヘラミガ

キ、内面ナデ

明茶灰色 3 mm以 下の砂泣
(長石・雲母)を少
量含む

良好

9

図版四

同上

SD-207

口径  ■ 2 口縁部内外面ヘラミガキ、体部外面、
体部外面ヘラミガキ、内面ナデ

外

内
淡灰茶褐色
明橙茶色

l mm以 下の砂粒
(長石・石英 雲
母)を微量に含む

良好

10

図版四

同上

SD-207

口径  112 口縁部内外面ヘラミガキ、体部外面
タタキ後ヘラミガキ、内面ナデ

淡灰茶褐色 3 mm以 下の砂粒
(長石・石英・石
英)を 少量含む

R好

11 同上

SD-207

口径   120 口縁部内外面ヘラミガキ、体部外面
ヘラミガキ、内面ヘラナデ

淡灰茶色 粒

石拗卦動
醜く長石．妙

良好

四

‐２
　

版図

同上

SD-207

口径  108
器高  88

口縁部内外面ヘラナデ、体部外面内
面ヘラミガキ、内面ナデ

乳灰茶色～明茶
仄色

2 mm以 下の砂粒
帳石・雲母・チャー

ト)を微量に含む

良好

13

図版四

同上

SD-207

口径 口縁部内外面ヘラミガキ、内面放射
状ヘラミガキ、体部外面上位ヘラミ
ガキ・下位ヘラケズリ、内面ナデ

淡茶灰色 l mm以 下の砂粒
(長石・石英)を微
量に含む

良好

14

図版四

甕
(土師器)
SD-207 径

径
高
大

口
器
最

108
131
140

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ

ケナデ、内面ヘラケズリ
淡茶灰色 1 5mm以下の砂粒

(雲母)を 少量含
む

良好

15

図版四

同上

SD-207 径

径
高
大

国
器
最

口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部外面タタキ後ハケナデ、内面ヘ

ラケズリ・底面指頭圧痕

淡灰茶色 3 nm以 下の砂粒
(長石・雲母)を少
量含む

良好 煤付着

16

図版五

同上

SD-207 径

径
高
大

口
器
最

口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部外面タタキ後ハケナデ、内面ヘ

ラケズリ

淡灰茶色 l mm以 下の砂粒
(雲母)を 少量含む

良好 媒付着

17

図版五

同上

SD-207

口径 128 口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部外面タタキ後ハケナデ、内面ヘ

ラケズリ

淡灰茶色～淡橙
灰色

3 mm以 下の砂粒
(長石・雲母)を含
む

良好

18

図版工

同上

SD-207

口径 128 口縁部内外ヨコナデ・接合痕、体部
外面タタキ、内面ヘラケズリ

茶灰色 2 5mln以 下の砂粒
(長石 石英・雲
母)を 多量に含む

良好

同上

SD-207

口径  150 口縁部内外面ヨコナデ 指押さえ、
体部外面タタキ後ハケナデ、内面ヘ

ラケズリ

淡灰茶色 0 5mm以下の砂粒
(雲母)を微量に合
む

良好

同上

SD-207

口径  156 口縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ、
体部外面タタキ、内面ヘラケズリ

茶灰色 1 5mm以下の砂粒
(石英・雲母)を多
量に含む

良好

21

図版五

同上

SD-207

口径 口縁部内外面ヨヨナデ・接合痕、体
都外面タタキ後ハケナデ、内面ヘラ
ケズリ

暗茶灰色 3 mm以 下の砂粒
(長石・角閃石・

雲母)を 少量含む

良好

同上

SD-207

口径 象」離のため口縁吉卜外面 ヨヨナデ・指

ナデ、内面ハケナデ

茶灰色 0 5mm以下の砂粒
(角 閃石・雲母)を
少量含む

良好

-15-



遺物番号
図版番号

器  種
遺構番号

径
高
口
器進ω

形 態 と 技 法 と 特 徴 色   調 胎   土 焼 成 偏  考

甕

(土師器)

SD-207

口径 日縁部内外面ヨヨナデ、体部内面ヘ
ラケズリ

仄 色 2 nm以下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒
・角閃石)を 少量
含む

良好

同上

SD-207

国径 口縁外面ヨコナデ・指押さえ・接合
痕、内面ハケナデ

灰茶色 2 mm以下の砂粒 (長
石)を微量に合む

良好 媒付着

同上

SD-207

日径 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タ
タキ後ハケナデ、内面ヘラナデ 色

色
茶
黒
灰
外
内

2剛以下の砂粒 (雲
母)を微量に含む

良好

同上

SD-207

口径   160 口縁部内外面ヨコナデ・接合痕、体
部外面ハケナデ、内面ハケナデ・ヘ
ラケズリ・接合痕

乳灰茶色 l mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を少量合
む

良好

27 同上

SD-207

口径  136 口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ノ
ケナデ、内面ヘラケズリ

茶灰色 4 mm以下の砂泣 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好 煤付着

28

図版五

同上

SD-207

口径  133 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ
ケナデ、内面ヘラケズリ・ナデ

仄茶色 2 mm以下の砂粒 (雲
母・角閃石)を多量
に合む

良好 黒斑有 り

29

図版五

同上

SD-207

口径 166 □縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部外面タタキ、内面ヘラケズリ

茶仄色 3 nln以 下の砂粒 (雲
母)を少量含む

良好 煤付着

同上

SD-207

口径 口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘ
ラケズリ

暗灰茶色 2 mm以下の砂14(角
閃石・雲母)を多量
に含む

良好 媒付着

同上

SD-207

口径 112 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ヘ
ラケズリ

暗灰茶色 3 mm以下の砂泣 (長
石・雲母)を微量 に
含む

良好

同上

SD-207

口径 ll 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タ
タキ後ハケナデ、内面ヘラケズリ

暗灰茶色 2 mtr以下の砂泣 (長
石 角閃石・曇母)
を多量に含む

良好 煤付着

33

図版五

同上

SD-207 径

径
高
大

国
器
最

口縁部内外面ヨヨナデ・接合痕、
面ハケナデ、体部外面ハケナデ、
面ヘラケズリ・接合痕

内

内
淡茶灰色 1 5mm以 下の砂粒

(赤褐色酸化粒・雲
母)を少量含む

良好 煤付着

34

図版五

同上

SD-207

口径 4 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ
ケナデ、内面ヘラケズリ、頚部接合
痕

灰茶色 5 5mm以 下の砂粒
(長石・雲母・角閃
石)を微量に含む

良好 黒斑有 り

五

３５
版図

同上
SD-207

口径 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ
ケナデ、内面ヘラケズリ

淡灰橙色 2 mm以下の砂粒 (長
石)を多量に含む

良好 媒付着

36

図版六

同上

SD-207

日径
器高
最大径

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ
ケナデ、内面ヘラケズリ・指押さえ、
頚部接合痕

淡茶灰色 1血以下の砂粒 (雲
母・石英)を少量合
む

良好 媒付着

37

図版六

同上

SD-207

口径 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ノ
ケナデ、内面ヘラケズリ

暗灰茶色 151m以 下の砂粒
(長石・角閃石・雲
母)を少量含む

良好 煤付着

同上

SD-207

口径  136 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ
ケナデ、内面ヘラケズリ・指押さえ

黒灰色～暗灰茶
色

2 mm以下の砂粒 (長
石)を多量に含む

良好

同上

SD-207

口径 11 2 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面摩
耗のため調整不明、内面ヘラケズリ

淡灰橙色 2 nm以下の砂粒 (長
石)を多量に合む

良好

同上

SD-207

口径  156 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ
ケナデ・指押さえ、内面ヘラケズリ

外

内
淡灰茶色
淡橙灰色

l mm以下の砂粒 (長
石。赤掲色酸化粒・
雲母)を多量に含む

良好 黒斑有 り

41

図版六

同上

SD-207

口径
最大径

日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ノ
ケナデ、内面ヘラケズリ

茶灰色 3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
含む

良好

42

図版六

同上

SD-207

口径 156 口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部外面タタキ、内面ヘラケズリ

茶灰色 1511n以 下の砂粒
(石英・雲母)を多
量に含む

良好

43

図版大

同上

SD-207

口径

器高

最大径

口縁部外面ヨヨナデ、内面ヘラナデ、
体部外面タタキ、内面ハケナデ・ヘ
ラナデ・接合痕

外 淡灰茶色～
淡灰掲色
内 淡茶灰色

2 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母・赤
褐色酸化粒)を少量
含む

良好 黒斑有 り

44

図版六

同上

SD-207

□径 黒」離のため口縁部外面ヨコナデ・指
ナデ、内面ハケナデ

茶灰色 0 5mH以 下の砂粒
(角 閃石・雲母)を
少量含む

良好
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中田遺跡第16次調査 (N T93-16)

号
号
番
番
物
版
遺
図

器  種
遺構番号

径
高
口
器贈ω

形態と技法と特徴 色   調 胎  土 焼 成 備  考

45

図版六

甕
(土師器)
SD-207 径

径
高
大

口
器
最

144
22 3
214

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面″

ケナデ、内面指ナデ・ヘラケズリ

外

内
淡褐灰色
淡灰茶色

5 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を 少量含
む

良好 煤付着

六
４６
版図

同上
SD-207

口径 126 口縁内外面ヨヨナデ、端面rI描文、
体部外面ハケナデ、内面ヘラケズリ

暗灰茶色 0 5mm以下の砂粒 (雲
母)を少量含む

良好

47

図版六
同上
SD-207

口径 口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タ
タキ後ハケナデ、内面ヘラナデ 色

色
茶
黒
灰
外
内

2 mm以下の砂粒 (雲
母)を微量に合む

良好

同上

SD-207

口径 118 口縁部内外面ヨコナデ、端面櫛描文、
体部外面ヘラミガキ、内面ハケナデ
・ヘラケズリ

灰褐色 1 5mm以下の砂粒 (雲
母)を含む

良 煤付着

49

図版七

鉢
(土師器)
SD-207

径
高
口
器

外面ナデ・指頭圧痕、内面ヘラナデ 外
内
暗灰茶褐色
乳灰茶色

3 mm以下の砂泣 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良好 煤付着・

完形

50

図版七

同上

SD-207

径
高
口
器

外面ヘラケズリ・ヨコナデ、内面ナ
デ

外

内
淡灰茶褐色
明茶灰色

3 mln以下の砂粒 (雲
母・長石)を 多量に

含む

良好 完形

51

図版七

同上

SD-207

口径  169
器高  58

外面ヘラケズリ・ヨコナデ、内面放
射状ヘラミガキ・ヨコナデ

外

内
淡灰褐色
淡灰茶色

5 nn以下の砂粒 (雲
母・長石)を 少量含
む

良好

52

図版七

器台
(土師器)
SD-207

口径   98 杯部内外面ヘラミガキ脚部外面ヘラ
ミガキ、内面ナデ・四方孔有り

外 淡灰茶色
内 淡橙茶色～
淡灰茶色

長

に州麟
下

母

以

雲
血

・
む

１
石

含

良好

同上

SD-207

口径 杯部外面ヘラナデ後ヘラミガキ内面
ヘラミガキ後放射状ヘラミガキ

明茶灰色 4 mln以下の砂粒 (長
石・雲母)を微量に
含む

良好

54

図版七

同上

SD-207

脚部径 125 イ部外面ヘラミガキ、内面摩耗のた
め調整不明、脚部外面ハケナデ後ヘ

ラミガキ、内面ナデ

淡茶仄色 3 mm以下 の砂粒 (長
石・石英・雲母)を 微

量 に含む

良好

同上

第7層

口径 170 口縁部外面ヘラミガキ、内面ナデ
ヘラナデ

外 明灰赤茶帽
色
内 乳灰茶色～
淡茶褐色

7 mm以下の砂粒 (赤
褐色酸化粒・長石・

石英)を少量合む

良好

56

図版七

同上

第7層

口径  184 口縁部外面ヨヨナデ・ハケナデ、内
面摩耗のため調整不明

外 淡橙茶灰掲色
内 暗褐色～淡
橙茶色

3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母・石英)を
多量に含む

良好

同上
第7層

口径  20J 口縁部外面ヨコナデ・ハケナデ・指
頭圧痕・接合痕、内面ヨコナデ

明責茶掲色 l mm以 下の砂粒 (長
石・雲母)を含む

良好

同上

第7層

口径   240 口縁部外面ヨヨナデ・ハケナデ、内
面剖離のため調整不明

外

内

色

乳灰芥色
暗灰橙茶褐

3 mm以下の砂粒 (長
石・石莫・赤褐色酸化
粒)を少量含む

良好

同上

第7層

口径  168 口縁部内外面ヨコナデ、内面ヘラケ
ズリ

外

内
淡灰掲色
淡仄茶色

l mm以 下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒 )
を少量含む

良

60

図版七

同上

第7層

口径  180 日縁部外面ヘラミガキ、内面ヘラミ
ガキ・ハケナデ

外 淡灰赤茶色
～淡黒赤茶色
内 暗灰茶褐色

5 mm以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量含む

良好

61

図版七

同上

第7層

口径   240 口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ 淡灰茶色 3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を 少量合
む

良好

同上

第 7層

口径  274 口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ 淡茶仄茶褐色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母 )
を多量に合む

良好

63

図版七

同上

第 7層

径
高
口
器

口縁部内外面ヘラミガキ、体部外面
ヘラミガキ ?、 内面ヘラケズリ

淡茶灰色 2 mm以下の砂粒 (長
石・雲母・石央)を
少量含む

良好

同上

第 7層

体部外面ハケナデ後ヘラミガキ、内
面ハケナデ・指ナデ・接合痕

明茶仄色 3 mm以 下の砂粒 (石
英・赤褐色酸化粒・

雲母)を微量に含む

良好

65

図版七

同上

第7層

口径  ■ 2
器高  63

口縁部内外面ヨコナデ、体部内外面
摩耗のため調整不明

外 乳灰茶色
内 乳茶灰色～
淡灰色

4 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
少量含む

良好

同上

第7層

回径 口縁部内外面ヘラミガキ、体部外面
ハケナデ後ヘラミガキ

淡茶灰色 l mm以 下の砂粒 (石
英・長石・赤褐色酸
化粒・雲母)を 微量
に合む

良好

同上

第7層

国径 112 口縁部外面ヨコナデ、内面ヘラミガ
キ、体部外面ハケナデ、内面ナデ・

接合痕

淡橙茶色 4 mm以下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒・

雲母)を微量に含む

良好
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遺物番号
図版番号

器  種
遺構番号

径
高
口
器遅⑪

形 態 と 技 法 と 特 徴 色   調 胎   土 焼成 備  考

器
層

甕
師

７
土
第

口径 12 0 内外面ヘ ラミガキ 淡橙茶灰色 3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を少量含
む

良

69

図版七

同上

第 7層

口径
器高
最大径

口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部外面タタキ後ハケナデ、内面ヘ
ラケズリ

外

内
淡灰茶色
暗灰褐責色

3 1nm以 下の砂粒 (長
石・雲母)を少量合
む

良好

同上

第7層

口径  140 口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ
・接合痕、体部外面タタキ、内面ヘ
ラケズリ

暗灰茶色 l mln以下の砂粒 (雲
母 。長石)を少量含
む

良好

71 同上

第7層

口径  134 日縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部内面ヘラケズリ

淡灰茶褐色 l mm以下の砂粒 (婁
母・角閃石・雲母)
を少量含む

良好

鉢
(土師器)
第7層

径
高
口
器

外面ナデ・指頭圧痕、内面ヘラナデ 外
内
暗灰茶褐色
乳灰茶色

3 1nm以 下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良好 煤付着・

完形

同上

第7層

口径

屎祭識紹癸ラ歩癸り内面
ハケナデ、外 暗灰茶褐色

内 茶灰褐色～
灰責褐色

3 mm以下の砂粒 (雲
母・長石・角閃石)
を微量に合む

良好

同上

第7層

回径  166 口縁部内外面ハケナデ、体部外面タ
タキ、内面ヘラケズリ

外 淡灰掲色
内 暗灰責色～
明茶仄色

2剛以下の砂粒 (雲
母・長石・角閃石)
を微量に含む

良好

同上

第7層

口径  142
屎観識告民3予秩弓

内ヽ面ハケナデ、乳灰色 31m以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を微量に合も

良好

同上

第 7層

日径   148 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タ
タキ、内面ヘラケズリ

淡灰茶褐色 4 mm以下の砂粒 (長
石・雲母・角閃石)
を少量含む

良好

同上

第7層

日径 国縁部外面ヨコナデ・接合痕、内面
ハケナデ、体部外面タタキ後ハケナ
デ、内面ヘラケズリ

外

内
明褐灰色
暗灰褐色

3 1Lm以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量含む

良好

同上

第7層

口径  174 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面″
ケナデ、内面ヘラケズリ

淡橙茶灰色 3 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良好 煤付着

同上

第7層

日径   212 国縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ
ケナデ、内面ヘラケズリ

外

内
淡橙灰茶色
暗灰掲色

3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母・石英)を
多量に合む

良好

同上
第7層

日径   186 日縁部外面ヨコナデ・指頭圧痕、内
面ヨコナデ

淡茶灰色 2 mr以下の砂粒 (長
石・雲母)を含む

良好

81 同上

第7層

口径 口縁部外面ヨヨナデ・指押さえ・接
合痕、内面ヨコナデ

暗茶灰色 2 mm以下の砂粒 (長
石・婁母)を合む

良好

同上

第7層

口径 口縁部外面ヨコナデ・指頭圧痕、
面ハケナデ、体部外面ハケナデ、
面ヘラケズリ

内

内
淡灰白色 6 mlR以下の砂粒 (長

石・_T母)を微量に
含む

良好

同上

第7層

口径 4 口縁部外面ナデ・指押さえ・接合痕、
内面ハケナデ

淡橙灰色 l mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を含む

良

同上

第7層

口径  192 口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ 乳灰茶色 3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母・赤褐色酸
化粒)を微量に合む

良好

同上

第7層

口径 16 0 口縁部内外 ヨヨナデ 色
色
灰
茶
茶
灰
乳
乳
外
内

3 mm以下の砂粒を多
量に含む

良

同上

第7層

口径 136 口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘ
ラケズリ

淡灰褐色 2 mn以下の砂粒 (長
石・雲母)を少量合
む

良好 黒斑有 り

同上

第 7層

口径  162 口縁部外面ヨコナデ・指頭圧痕・接
合痕、内面ヨコナデ

乳灰橙色 l mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を少量含
む

良好

同上

第7層

口径 口縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ
・ハケナデ、体部ハケナデ

淡橙灰色 2 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を少量合
む

良好

同上

第7層

口径 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面摩
耗のため調整不明、内面ヘラケズリ

外

内
淡茶灰色
淡橙灰色

2Hm以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
含む

良好

同上

第 7層

口径 112 口縁部外面 ヨコナデ、内面ヘラ ミガ
キ、体部外面ハケナデ、内面ナデ・

接合痕

淡橙茶色 41n以下の砂粒 (長
石・赤掲色酸化粒・
雲母)を微量に含む

良好
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中田遺跡第16次調査 (N T93-16)

号
号
番
番
物
版
遺
図

種
号番器齢

径
高
口
器漣ｍ

形 態 と 技 法 と 特 徴 色   調 胎   土 焼成 備  考

甕

(上師器)

第7層

口径   158 口縁部内外面ヨコナデ、体部内面ヘ
ラケズリ

仄色 2 mm以下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒
・角閃石)を 少量
含む

良好

同上

第 7層

口径 118 口縁内外面ヨコナデ、端面櫛描文、
体部内面ヘラケズリ

茶灰色～暗灰茶
色

1 5mln以 下の砂粒

(長石・雲母)を合
む

良好

同上

第7層

口径 122 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タ
タキ、内面ナデ

淡灰茶色 l mm以下の砂粒 (雲
母。長石)を微量に
含む

良好

同上

第7層

底部外面ハケナデ、内面ナデ 乳茶灰色 lI.n以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
含む

良

同上

第7層
口径 4 口縁部内外面ヨコナデ、内面ヘラケ

ズリ
淡灰色 1 5mm以 下の砂泣

(雲母)を含む
良好

同上

第7層

口径   172 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ
タタキ、内面ナデ

外

内
灰褐色

褐灰色

1 5mm以 下の砂粒
(雲母 。長石・赤褐
色酸化粒)を合む

良好 黒斑有り

同上

第7層

口径   156 口縁部内外面摩耗のため調整不明 灰褐色 4 5mm以 下の砂粒
(長石・赤褐色酸化

粒・雲母)を多量に
含む

良

同上

第 7層

底径  46 底部外面タタキ・ナデ、内面ヘラナ
デ

外 赤褐色
内 茶灰色

4 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
合む

良好

同上

第 7層

口径
器高

外面ヘラケズ リ・接合痕、内面ナデ 外

内
淡茶橙色
明茶橙色

5 mm以下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒
・雲母)を 少量合
む

良好

同上

第7層

径
高
口
器

内外面主J離のため調整不明 乳茶灰色 3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
含む

良好

同上

第7層

口径 2 内外面摩耗のため調整不明 乳茶灰色 2 mm以下の砂粒 (赤
褐色酸化粒・長石
・雲母)を 多量に
含む

良好

同上

第7層

口径 国縁部内外面ヨコナデ、体部内外面
ヘラミガキ

外

内
淡茶橙色
明茶橙色

l mm以下の砂粒 (長
石・雲母・赤褐色

酸化粒)を 微量に
含む

良好

同上

第7層
口径   120 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハ

ケナデ、内面ヘラケズリ
淡灰橙色 2 mm以下の砂粒 (長

石)を多量に含む
良好 煤付着

大型鉢
(土師器)
第7層

口径   386 口縁部内外面手J離のため調整不明 外 淡茶橙色
内 明灰褐色～
淡茶橙色

7 mm以下の砂粒 (長
石・石英)を多量に
含む

良好

同上

第7層

底径   40 底部外面ナデ・指頭圧痕、内面摩耗
のため調整不明

明赤褐色 4 nn以下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒
・雲母)を 多量に
含む

R好

器台
(上師器)
第7層

受部径 96 イ部外面ヘラミガキ、内面放射状ヘ
ラミガキ

淡橙灰色 3 5mm以 下の砂粒
(長石・雲母)を少
量合む

良好

同上

第7層
受部径 106 受部内外面ヨコナデ 淡茶灰色 l mm以下の砂粒 (雲

母)を少量含む
良好

砥石

(石製品 )

第 7層

径
径
長
短
76
20
～40

研磨面 4面 乳灰橙色

不身

(須恵器 )

第 6層

口径

受部径
内外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ
ケズリ

淡灰青色一赤褐

色

密 良好

同上

第 6層
口径
受部径

内外面回転ナデ 茶灰色～暗黒灰
色

密 良好

同上

第 6層
口径  152
受部径 162

内外面回転ナデ、底部外面回転ヘラ
ケズリ

淡灰青色 密 良好
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3.ま とめ

今回の発掘調査は、小面積な調査区であったが、古墳時代前期 (布留式古相～新相)に比定

される遺構面が 2面確認された。検出遺構は第 8層上面が布留式新相の時期に比定されるのも

の、第 9層上面が布留式古相の時期に比定されるのものである。

検出した布留式古相の遺構は乱雑に切 り合ってお り、時期幅がみられたが遺構内から出土 し

た遺物ではあまり時期差はみられなかった。

中田遺跡では、古墳時代前期の遺構 。遺物が遺跡全体に点在 していることが既往調査で確認

されており、人尾市内の遺跡の中でも中心的な集落があったものと思われる。その証明として

出土する遺物内には他地域から持ち込まれたものが数多 く含まれており、中田遺跡の集落集団

が活発な経済社会の情勢下にあったものと考えられ、重要な位置を占めていたものと思われる。

今回の調査では中田遺跡の西側に存在する集落構成の一端が明らかになった。

参考文献

O(財)八尾市文化財調査研究会『5.中国遺跡第7次調査 (NT91-7)J「 平成3年度事業報告」1991
0(財)八尾市文化財調査研究会『Ⅷ 中田遺跡 (第12次調査)」 「八尾市埋蔵文化財調査報告」八尾市文化財
調査研究会報告391993
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中田遺跡第16次調査 (N T93-16)
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Ш 中田遺跡第17次調査 (N T93-17)



例

本書は、人尾市刑部 3丁目82-2で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書である。

本書で報告する中田遺跡第17次調査 (N T93-17)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (入教社文第21号 平成 5年 4月 30日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研
究会が山田定雄氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 7月 28日 ～8月 11日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は150ポである。調査においては人田雅美・島野鋼―・松岡章雄 。大西謙太郎が

参加した。

1.本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子・

川上節子、遺物写真・本文の執筆―高萩が担当した。なお、追記では、人尾市立曙川小学

校、奥田尚教諭に大型器台の胎上分析およびその結果を「大型器台の砂粒構成」と題して

執筆していただいた。

本 文 目 次

1.は じめに……………………………………………………………………………………………29

2.調査概要……………………………………………………………………………………………31
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4)遺構に伴わない出土遺物・・1……………………………………………………………………45

5)出土遺物観察表…………………………………………………………………………………46
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中田遺跡第17次調査 (N T93-17)

Ⅱ 中田遺跡第17次 (N T93-17)

1.は じめに

中田遺跡は人尾市のほぼ中央に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 6丁目、刑部

1～ 4丁 目、人尾木北 1～ 6丁目にあたる。

地理的には旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡

の周辺には南に東弓削遺跡、西に矢作遺跡、北西に成法寺遺跡、北に小阪合遺跡がある。

当遺跡では、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。中田遺跡調査会
。当調査研究会により

数次の発掘調査が実施され、弥生時代前期から近世にかけての複合遺跡であることが確認され

ている。特に古墳時代初頭～前期にかけての遺構 。遺物が全般に存在していることが調査で確

認されている。

今回実施した発掘調査は、中田遺跡の東部付近にあたる刑部 3丁目822で行われる共同住宅

建設に伴うものである。調査地の近接では南東部へ100mの ところに御剣神社・浄土真宗本願

寺派西光寺、北東部へ300mの ところに石棺の蓋で作つた六ケ地蔵が位置する。また、刑部と

いう地名の由来は古代の刑部氏の居所であつたという。『日本書記』持統天皇 8年条に「刑部

造」の名がみえ、「新撲姓氏録」河内諸春に「刑部造、呉国人季牟意弥之後也」とあり、刑部

はその支配下にある部氏が居住していたようで、その名が地名として伝えられたと言われてい

る。近接地での調査では平成 4年度に当調査研究会が実施した第11次調査地 (NT92-11)や昭

和51年以降、市教育委員会によつて断続的な遺構確認調査が行われ、古墳時代前期を中心とし

た遺構・遺物が検出されている。
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中田遺跡第17次調査(N T93-17)

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は建設の基礎工事により遺跡が破壊される部分を対象にして調査区を設定 し

た。調査区は幅 2mX長 さ35mの東西 トレンチ 2本で、面積140ポ を測る (*調査区について

各 トレンチの長さは調査指示で37mであつたが、 トレンチが隣接地と接しており、安全面など

の諸事情により控え目に設定した)。 調査期間は、平成 5年 7月 28日 ～8月 11日 までである。

調査区割は調査区の土地境界杭を利用した。南西部の境界杭を起点にし、方向は土地境界の

西辺を合わせ、南北軸にした。そのラインから調査区部分をカバーできる範囲で10m四方の方

眼を設定した。区名は東西線 (起点より北15m)が北から南ヘアルファベット (a～ b)、 南北

線 (起点より東10m)が西から東へ数字 (1～ 4)を付け、南西角より北西を優先し、la区～

4b区 とした。

調査では、現地表下 lm前後を機械で掘削し、以下0.3～ 0,4mの土層について人力掘削及び

精査を実施し、遺構 。遺物の検出に努めた。さらに下層の状況を確認するため、 2ヶ 所を設定

したが、湧き水が著しく激増したため、調査面より約70cm程度の土層状況の確認をとどまった。

調査の結果、弥生時代後期から近代に至る遺構・遺物を検出した。遺物は遺構および包含層

内からヨンテナにして 5箱分程度出上した。

第 2図 調査区設定図
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2)基本層序

北 トレンチ・南 トレンチで検出した土層から普通的に見られる10層 を摘出し、基本層序とし

た。以下、土層について記す。

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第9層 :

第10層

第 9層

部の下層調

る。

盛土 (層厚20cm)。 現在の整地層である。

耕土 (層厚15～ 20cm)。 現在の水田耕作層である。上面で標高10.lmを測る。

旧耕土 (層厚15～ 20cm)。 水田の床上である。

灰褐色粘砂 (層厚10～ 20cm)。

灰色砂礫混粘質土 (層厚10～ 20cm)。 中世の遺物を含む。

暗褐灰色粘質土 (層厚20～ 40cm)。 古墳時代前期の包含層と考えられる。北 トレン

チの北西部では古墳時代後期の遺物を含む褐灰色細砂混粘質土がみられた。これら

の上面より中世ごろの溝が切り込んでいるのを断面観察で確認している。

淡褐灰色粘質シル ト

(層厚30～ 40cm)。 弥生

時代後期から奈良時代

の遺構面である。     10・
Om

乳灰青色細砂混シルト

(層厚20～ 30cm)。

1

注I:rlllFi 6■ |:|:rl

7

1盛土
2耕土
3旧耕土
4灰褐色粘砂
5灰色砂礫混粘質土
6暗掲反色粘質土
7淡掲反色粘質土
8乳灰青色細砂混ンルト
9掲灰色砂礫
10淡灰茶色微砂

褐灰色砂礫 (層厚10cm)。

主に 1～ 3 cmの大きさ

の礫を含む。

淡灰茶色微砂 (層厚30

cm以上)。 無遺物層。

第10層 は南 トレンチ西

査で確認した土層であ

9,Om

第 3図 基本層序柱状図

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、第 7層上面 (標高9,4～ 9.6m)で弥生時代後期から奈良時代の遺構・遺物を検

出した。遺構は、北 トレンチで弥生時代後期の上器集積 1箇所 (SW-1)、 古墳時代前期

(布留式新相)～後期の溝 3条 (SD-1～ SD-3)・ 古墳時代後期から奈良時代の小穴10

個(SP-1～ SP-11)、 南 トレンチで古墳時代前期 (布留式古相)の土坑 2基 (SK-1・
SK-2)を 検出した。以下、遺構・遺物について記す。

-32-
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北 トレンチ

土器集積 (SW)

SW-1

西部 (la区)で検出した。東西幅1.2m、 南北幅1.Omの範囲に盛 り上がった状態で土器片の

集積を確認した。上部 (第 6層 )は古墳時代後期の土層によって削平されている。調査中では

掘り形の輪郭やくぼみを確認することが出来なかったが、土器を取り上げると、最終的に深さ

約20cmを測った。内部の土器は破片化したもので、不用になったものを破棄したような状況で

あった。量はコンテナ箱にして 3箱を教える。器種でみると、壼・長頸壷・甕・高杯・特殊な

大型器台などがあった。これらの土器は弥生時代後期から古墳時代初頭 (庄内式古相)に比定

されるものである。図示できたものは長頸壺 (1・ 2)。 取手付き重 (3)・ 壼 (4～ 15)。 甕

(16～ 25・ 28～ 38)。 庄内甕 (26・ 27)。 取手付き鉢 (39)・ 器台 (40)・ ミニチュア土器

(41)・ 高杯 (42～ 53)。 大型器台 (54～ 56)である。このうち、大型器台は埴輪のルーツないし

はその祖型の土器といわれている「特殊器台」を思わせる大きな器形を呈している。54は口縁

部と胴部上位部分の残存で、下位は欠損している。日径54.6cmを 測り、大きく外反する。端部

は大きく垂れ下がり、端面には沈刻文及び円形浮文が施されている。胴部上位は四方の円形透

かしがあり、ハケナデ後、櫛状による直線文・波状文がある。55は器高60.Ocm、 日径50.6cm、

脚径46.8cmを 測る。国縁部は54と 同様、大きく外反し、端部は大きく垂れ下がる。端部内面に

波状文、外面に沈刻文及び棒状浮文が施されている。筒状の胴部は上位に二段の円形透かし、

中位に長方形の透かしと千鳥に斜格子の文様、その上下に2条の凸帯、綾杉文が施されている。

56は器高75.5cm、 日径44.Ocm、 脚径45,Ocmを 測る。日縁部と底部は外反しているが54・ 55に比

べ小さい。胴部は長い筒状で 2条一対になった凸帯が四段あり、その間に透かしがある。中央

が長方形、上下は円形で五方向に開けられている。下部 2段の透かしの間には 2条一対になっ

た凸帯が付き、その中には綾杉文が施されている。また、 4は 口縁部の一部のみの破片であり、

詳細なことは不明であるが、口縁端部には連続 S字状文 。刺突文・きざみ目文で飾られており、

大型器台の上に載せる壼形土器ではないかと考えられる。

出土した遺物から判断すると、土器の大半は弥生時代後期前半のもので、ごくわずかに庄内

期のものから含まれることから、廃棄されたのは、古墳時代初頭であることがわかる。
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第 5図  SW-1出 土遺物実測図
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第 7図  SW-1出 土遺物実測図 3
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第 8図  SW-1出 土遺物実測図 4
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第 9図  SW-1出 土遺物実測図 5
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溝 (SD)

SD-1

調査区中央 (3a区)で検出した。南―北方向に伸びるもので、検出長2.Om、 幅2.24m、 深

さ0.46mを 測る。南 トレンチでは確認されなかった。断面は半円形を呈する。堆積土は乳灰褐

色粘土・暗灰色粗砂混 じり粘上の 2層 に分けれる。遺物は古墳時代前期 (布留式古相)に比定
される土器片が少量出土 している。図示できたものは庄内甕 (57・ 61)。 奏 (58～ 60・ 63～ 65)

。布留甕 (62)・ 鉢 (66)で ある。

Ｏｃ

‐

0

ー

第10図  SD-1出 土遺物実測図

SD-2

調査区中央 (3a区)で検出した。南一北方向に伸びるもので、検出長2.Om、 幅2.84m、 深

さ0.28mを 測る。南 トレンチでは近代の溝によって削平されており、底部の一部のみが確認さ

れている程度である。断面は浅い半円形を呈する。埋土は暗青灰色粘質上である。遺物は古墳

時代後期に比定される土器片が少量出土している。図示できたものは3点で、須恵器の壺 (67)

・甦 (68)・ 甕 (69)で ある。
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第11図  SD-2出 土遺物実測図

SD-3

調査区西部 (1・ 2a区)で検出した。南―北方向に

伸びるもので、検出長2.Om、 幅0.4m、 深さ0。 2mを

測る。断面は浅い皿状形を呈する。堆積土は淡茶灰色

砂礫混粘質上である。遺物は古墳時代前期 (布留式古

相)に比定される土器片が少量出土している。図示で

きたものは 1点で、土師器の奏 (70)である。

/1ヽ穴 (SP)

SP-1～ SP-11

調査区 (2a・ 4a区)で 11個 を検出した (第 1表 )。

そのうち東部で検出した 7個 (SP-1～ SP-7)

は建物を関連する柱穴である。SP-1に は柱根 (71)

が残存していた。その柱根は方形で一辺20cmを沢1る大

きなものである。その柱穴と規貝J性がみられるものは

小面積な調査区内では確認できなかった。小穴の時期

については検出面及び周辺の遺構の状況からみて、古

墳時代後期から奈良時代に比定されるものと思われる

が、詳細なことは不明である。

〃〃 理
「川″席‖

中田遺跡第17次調査 (N T93-17)

＼     | 冨 0
0                  1 0Cm

第12図  SD-3出 土遺物実測図

i 暗反色粘質シルト

o                   50cm

第13図 SP-1平 断面図

A

Ａ

一
９
．
３ｍ
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第14図  SP-1桂 根実測図
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遺構番号 区名 平面形 断面形 径 深 さ 堆 積 土 備  考

SP-1 4a区 円 形 U字形 61″-99 26 暗灰色粘質土 柱痕あ り

SP-2 4a区 円 形 半円形 28々ψ47 褐灰色粘質シルト

SP-3 4a区 円 形 半円形 36々-58 14 暗灰褐色シルト

SP-4 4a区 円 形 U字形 33´-75 つ
る 掲灰色砂礫混じリシルト

SP-5 4a区 円 形 半円形 30 11 褐灰色粘質シルト

SP-6 4a区 円 形 半円形 16-36 5 褐灰色砂礫混じリシルト

SP-7 4a彊至 円 形 半円形 42´-72 10 暗灰褐色シルト

SP-8 4a区 円 形 半円形 116～ 126 5 褐灰色粘質シルト

SP-9 4a区 円 形 半円形 50-98 12 暗灰褐色シルト

SP-10 3a匠正 円 形 半円形 40々-42 掲灰色粘質シルト

SP-11 2a区 円 形 半円形 14´-42 つ
０ 褐灰色粘質シルト

第 1表 刺ヽ穴 (SP)一覧表

南 トレンチ

土坑 (SK)

SK-1

調査区西部 (lb区)で検出した。北西部は調査区

外に至り、全容は不明である。規模は東西幅2.87m、

南北幅0,93m、 深さ約0。 17m前後を測る。堆積土は淡

茶色シル トである。遺物は内部から古墳時代後期に比

定される土器片がごく少量出土した。図示できたもの

は 1点で、須恵器の不 (72)である。陶邑 (中村)編

年ではⅣ型式 1～ 2段階に類似するものである。

中国遺跡第17次調査 (N T93-17)

*単位はcln

0                 10cm

第15図  SK-1出 上遺物実測図

SK-2

調査区西部 (2・ 3b区)で検出した。北西部は調査区外に至り、全容は不明である。規模

は東西幅2.87m、 南北幅0.93m、 深さ約0.17m前後を測る。堆積土は淡茶色シルトである。遺

物は内部から弥生時代後期～古墳時代前期 (布留式古相)に比定される土器片がごく少量出土

している。図示できたものは 4点で、壷 (73・ 74)・ 甕 (75)。 高杯 (76・ 77)である。

第16図  SK-2出 土遺物実測図
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中国遺跡第v次調査(N■ 93-17)

4)遺構に伴わない出土遺物

北トレンチ・南トレンチの第 5層～第 c.層内からコンテナにして約1箱分が出上した.。 時期

は第6層が弥生時代後期から奈良時代、第 5層が中世の遺物である。図示できたものは3.点で、

孤生時代後期に比定される甕 (78),高杯 179)、 古墳1時代中期に比定される形象 (楯形)埴

輪 (801である。

m

第18図 第6層出土違物実測図

＼¶
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遺物番号
図版番号

種
号呑器離

径
高
日
器涯ぐｃｍナ

形 態 と 技 法 と 特 徴 色  調 胎   土 焼成 備  考

1

図版一

長頚壺

防 庁十,船

SW-1

日径  110 口縁外面ハケナデ後ヘラミガキ、内
面ナデ・接合痕有り

淡仄茶褐色 3 mr以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

2

図版一

同上
SW-1

口径 116 口縁外面ハケナデ、内面ヘラナデ 乳灰茶色 l mm以下の砂粒 (長
石・チャート・雲母)
を多量に含む

良好

3

図版一

取手付壷
呻

SW-1

口径  136 口縁端部ヨコナデ、日縁内外面ハケ
ナデ、体部外面ハケナデ、内面ナデ、
取手部ナデ

淡仄茶褐色 4 Hll以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母
・石英)を 多量に
含む

良好

4

図版一
呻
SW-1

口径   336 口縁部内外面ヘラミガキ、端面凹線
4条・きざみ目、内面連続渦文

淡灰茶色 2 mm以下の砂粒 (長
石・婁母・ 石英)を
微量に含む

良好

5 同上

SW-1

頚部内外面ヨコナデ 明茶橙色 5 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

6

図版一

同上

SW-1

口径 15 6 口縁部外面ヘラミガキ・内面摩耗の
たす調整不明、端面円形

淡仄茶褐色 2 mln以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

7

図版一

同上

SW-1

口径 14 8 日縁端部内外面 ヨコナデ・ナデ 外

内
淡灰橙茶色
乳灰茶色

3 mm以下の砂泣 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良好

8

図版一

同上

SW-1

口径 154 内外面摩耗のため調整不明 淡橙茶灰色 3 nun以 下の砂粒 (長
石・石夫・赤掲色
酸化粒)を 多量に
合む

良好

9

図版一

同上

SW-1

口径 190 口縁外面ハケナデ、内面ナデ、端面
2条の凹線

外 暗灰茶褐色
内 暗褐色一暗
茶仄色

3 mm以下の砂粒 (長
石・角F/8石・雲母)
を多量に含む

良好

同上

SW-1

底径  4」 体部底面ヘラナデ、外面ヘラミガキ、
底面ナデ

外

内
乳灰茶橙色
黒灰色

2 mm以下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒
・石英)を 少量含
む

良好

同上

SW-1

底径   54 体部外面ヘラミガキ、内面摩耗のた
め調整不明、底面ナデ

乳灰茶色 5 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
含む

良

同上

SW-1

底径  74 体部外面ハケナデ、内面指ナデ後ヘ
ラナデ、底面ナデ

淡仄茶褐色 2 mm以下の砂壮 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同上

SW-1

底径  54 外面ヘラミガキ、内面・底面ナデ 外

内
乳灰茶色
淡灰褐色

4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同上

SW-1

底径  54 外面ヘラミガキ、内面ナデ、底面ナ
デ

淡仄茶色 61n以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量含む

良好

同上

SW― ]

口径 外面ハケナデ、内面ヘラナデ 外

内
暗茶灰褐色
淡灰茶褐色

6 mln以 下の砂粒 (長
石・雲母・角閃石)
を多量に含む

良好

16

図版一

甕
9呻
SW-1

口径  136 口縁内外面ヨコナデ、体部外面タタ
キ、内面ヘラナデ。上位に指ナデ

外 淡灰茶色～
暗茶褐色
内 淡灰茶色

6 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好 煤付着

17

図版一

同上

SW一 ユ

日径   144 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タ
タキ、内面ヘラナデ。上位指押さえ

暗茶褐色 7 mm以下の砂粒 (長
石・雲母・角閃石)
を合む

史好

18

図版一

同上

SW-1

口径   106 口縁部内外ヨコ面ナデ、体部外面タ
タキ、内ヘラナデ。内面ヘラナデ・
上位に指圧痕・接合痕

内

外
淡仄茶褐色
黒茶褐色

3 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良好

19

図版一

同上

SW-1

口径  156 口縁部内外面ヨコナデ、大部は幸」離
のため調整不明

内 黒茶掲色～
淡灰茶色

5 mm以下の砂壮 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良

20

図版一

同上

SW-1

口径 8 主」難のため調整不明 明茶褐色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

同上

SW-1

国径 4 国縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タ
タキ、内面ヘラケズリ

淡灰褐色 2n4以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲号)
を少量含む

良好

同上

SW-1

口径 ▼」離のため調整不明 黒茶褐色 5 mm以 下 の砂 粒 を
(長石・石英・雲母 )
を多量 に含む

良好
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中田遺跡第17次調査 (N T93-17)

遺物番号
図版番号

器  種
遺構番号

径
高
口
器遅くｃｍ＞

形 態 と 技 法 と 特 徴 色   調 胎   上 焼成 備 考

23

図版二

霊
呻
SW-1

□径 口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タ
タキ、内面ヘラナデ・指ナデ

淡橙茶色 2 mm以下の砂粒 (長
石・チヤート・雲D
を少量含む

良好

24

図版二

同上

SW-1

口径  156 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タ
タキ、内面ヘラナデ

乳灰茶色 2 mn以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同上

SW-1

口径   166 口縁端部ヨコナデ、口縁内外面ハケ
ナデ、体部外面タタキ、内面ヘラナ
デ

淡茶灰色 3剛以下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒
・雲母)を 多量に
含む

良好

26

図版二

同上

SW-1

口径 144 回縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ、
体部外面ハケナデ、内面ナデ・指頭
圧痕

淡灰茶褐色 3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母・角閃石)
を少量含む

良好

27

図版二

同上

SW-1

口径 14 6 口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ、
体部外面タタキ後ハケナデ、内面ヘ

ラケズリ

淡灰茶橙色 3 mm以下の砂粒 (長
石・チヤート)を微
量に合む

史好

同上

SW― ユ

口径   180 剖離のため調整不明 外
内
明茶灰色
淡灰茶色

4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

29

図版二

同上

SW-1

口径   184 底口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面
ハケナデ、内面剖離のため調整不明

淡茶責褐色 51n以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同上

SW-1

底径  40 底部外面ナデ、内面素U離のため調整
不明

外 明茶灰色一
灰黒褐色
内 淡灰茶褐色

4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同上

SW-1

底径 底部外面ナデ、内面ヨコナデ 淡灰茶褐色 2 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好 煤付着

同上

SW-1

底径  53 底部外面ナデ、内面ヘラナデ 暗茶仄褐色 5 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同上

SW-1

底径  54 底部外面ハケナデ・ナデ、内面ヘラ
ナデ

外

内
暗茶灰褐色
淡仄茶褐色

6 1dln以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

同上

SW-1

底径   54 体部外面ハケナデ・ナデ、内面ヘラ
ナデ・指すデ、底面ナデ

外 淡灰茶赤褐
色
内 淡灰茶色

5 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量含む

良好

同上

SW-1

底径   47 体部外面タタキ、内面ナデ、底面ナ
デ

外 掲茶灰色
内 淡灰褐茶色

5 mn以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

同上

SW― ユ

底径  48 体部外面ナデ、内面指ナデ 淡仄茶色 6 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量合む

良好

同上

SW-1

底径  64 体部外面ハケナデ、内面ヘラナデ、
底面ナデ

明茶灰褐色 4 Hm以下の砂粒 (長
石・雲母・角閃石)
を少量合む

良好

同上

SW-1

底径 50 体部外面ナデ・接合痕、内面家J離の
ため調整不明、底面ナデ

色

外
内
灰

淡灰茶色
淡灰褐色～

4 1rm以 下の砂粒 (長

石・石英・雲母)を
多量 に合 む

良好

取手付鉢
呻
SW-1

外面ハケナデ・ナデ、内面ナデ 灰明茶褐色 3 mm以下の秒粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

40

図版三

器台
呻
SW-1

脚部外面ヘラミガキ、内面ヘラナデ、
四方孔有り

淡灰赤茶褐色 5 Hm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
少量含む

良好

41

図版二

ミーチユア高イ
鉢螂
SW-1

径
高
径

口
器
底

内外面指ナデ 淡仄茶色 2 nm以下の砂壮 (長
石・赤褐色酸化粒)
を少量合む

良好

42

図版二

高郭

呻

SW-1

□径 6 底部口縁部外面ヨコナデ、杯部タト面
象」離のため調整、内面ヘラミガキ

外 掲灰茶色
内 明橙茶褐色
～褐仄茶色

5 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母・

赤褐色酸化粒)を多
量に含む

良好

同上

SW一 ユ

脚都外面主」離のため調整不明、内面
ハケナデ

淡仄茶色～明茶
橙色

7 mm以下の砂粒 (長
石・石英)を多量に
含む

良好

44

図版二

同上

SW-1

脚部外面ヘラ ミガキ、内面ヘラによ

る くりぬ き
jTN部
外面ヘラ ミガキ、内

面ナデ

乳灰橙茶色 4 mm以下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
合む

良好

45

図版二

同上

SW-1

底径  72 脚部外面ハケナデ、内面ナデ 暗灰茶色 4 mnI以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量含む

良好 煤付着
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遺物番号
図版番号

器  種
遺構番号

径
高
口
器漣ｍ

形 態 と 技 法 と 特 徴 色   調 胎   土 焼成 備 考

高杯
呻
SW-1

脚部内面指ナデ・接合痕、他は剖離
のため調整不明

灰茶褐色 6 Hun以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良

47

図版三

同上

SW― ユ

底径  122 脚部ハケナデ、内面 しぼ り 淡灰茶色 3 1nm以 下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒・
雲母)を合む

良好

同上

SW-1

脚部外面ナデ、内面しばり目・接合
痕

淡茶灰色 2 HD以下の砂粒 (長
石・雲母)を少量含
む

良好

同上

SW-1

脚部外面ヘラミガキ、内面ナデ、杯
部外面ヘラミガキ、内面ナデ

淡茶灰色 4 1nm以 下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量合む

良好

同上

SW-1

脚部外面ヘラミガキ、内面しぼり目。
接合痕、lTN部外面ハケナデ、内面ナ
デ

暗茶褐色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量含む

良好

同上

SW-1

脚部内外面争」離のため調整不明、内
面しぼり目、四方孔有り

淡灰茶褐色 4 mn以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を少量含む

良好

同上

SW― ユ

脚部外面象」離のため調整不明・四線
2条巡る、内面しぼり日、郭部内面
ナデ

乳茶灰色 4 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

同上

SW-1

脚部外面ヘラミガキ、内面しlrり 目、
杯部内面ナデ

乳仄茶色 3 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲号)を
多量に含む

良好

54

図版四

大型器台

Cホ螂

SW-1

口径   546 口縁部外面ハケナデ・沈線 (5条 )
・波状文 (5条 )、 内面ヘラナデ・
ヘラミガキ・ハケナデ、端面沈線
(5条)・ 円形浮文、円形スカシ

茶灰色～褐灰色 5 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

55

図版五

同上

SW-1

径
高
径

日
器
底

口縁部内外面摩耗のため調整不明、
端面沈線 (3条 )・ 棒状浮文、胴部
外面 2条突帯が上下に有り、その間
に長方形スカシ・千鳥に斜格子、突
帯間に綾杉文・上位に円形スカシ

淡茶灰色 1血以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

56

図版六

同上

SW― ]

径
高
径

口
器
底

口縁部外面ヘラミガキ、内面ハケナ
デ、胴部外面ヘラミガキ・ 2条突帯
が三段・中央に長方形スカン・綾杉
文・上下に円形スカシ・突帯にヘラ
キザミ、底都外面ヨヨナデ、内面ヘ
ラナデ・ナデ

茶灰色～褐灰色 3 5mm以 下の砂粒
(長石・角閃石・_~
母)を少量含む

良好 黒斑有り

57

図版七

甕
餘螂
SD-1

径
高
口
器
124
147
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タ
タキ後ハケナデ、内面ヘラケズリ

淡灰茶色 4 mm以下の砂粒 (長
石・赤褐色酸化粒・
雲母)を多量に含む

良好

同上

SD-1

口径   160 口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ナ
デ、内面ヘラナデ・接合痕

淡灰茶掲色 2 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

59

図版人

同上

SD-1

口径  144 日縁部外面 ヨコナデ 淡灰茶褐色 3 mm以下の砂粒 (長
石・雲母・角閃石)
を少量含む

良好

同上

SD-1

口径   240 口縁部内外面 ヨヨナデ 外 淡橙茶色
内 淡灰掲色一
淡橙茶灰色

4 nm以下の砂粒 (長
石 石央)を微量に
含む

良好

同上

SD-1

回径  148 口縁部内外ヨコナデ、体部内面ヘラ
ケズリ

外

内
乳茶灰色
灰白茶色

3 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
少量含む

良好

62

図版八

同上

SD― ]

口径 回縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タ
タキ後ハケナデ、内面ヘラケズリ

淡乳茶灰色 l mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良好

同上

SD-1

底径   48 底部外面ヘラナデ、内面ナデ 淡責灰色 7 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石)を 多量
に含む

良好

64

図版人

同上

SD-1

底径   65 底部外面ハケナデ、内面ヘラケズリ 色
色
褐
褐
茶
灰
暗
淡
外
内

3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好 煤付着

同上

SD-1

底径   38 底部内外面ナデ 明茶赤掲色 7 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

鉢
(土師器)
SD-1

底径   38 底部外面ナデ、内面指ナデ 淡灰責褐色 2 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好
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遺物番号
図版番号

器  種
遺構番号 唯

綿
燿
ω

形 態 と 技 法 と 特 徴 色   調 胎   土 焼成 備 考

67

図版九
(須恵器)
SD-2

口径 日縁部内外面回転ナデ 白灰色 精 良 良好

68

図版九 甑的ＳＤ・２
体部径 180 体部内外面回転ナデ・外面凹線・櫛

描文
明紫仄色 2 mm以下の砂粒を少

量含む
良好

69

図版九

琵
(須恵器)
SD-2

口径 4 口縁部内外面回転ナデ、体部外面タ
タキ、内面同心円タタキ

淡青灰色 精良 良好 自然釉

甕
(上師約
SD-3

日径  180 口縁部内外面ヨコナデ 黒灰色～淡仄茶
色

3 mH以下の砂粒 (長
石・雲母・角閃石)
を微量に含む

良好 媒付着

不的ＳＫ・２
口径  148 口縁部内外面回転ナデ 淡灰茶色 2 mm以下の砂粒を微

量に合む
良好

(土師器)
SK-2

口径   130 口縁部内外面摩耗のため調整不明 外 明橙茶色
内 淡灰茶色一
暗灰責色

3 mm以下の砂粒 (長
石・石英)を微量に
合む

良好

同上

SK-2

底径   52 底部内外面ナデ、体部内面摩耗のた
め調整不明

外

内
乳仄茶色
暗灰色

3 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
多量に含む

良 黒斑有 り

75 甕
餘甥
SK-2

底径 底部外面タタキ・ナデ、内面ヘラナ 暗灰茶褐色 3m以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良

高杯
呻
SK-2

脚部径  80 脚部外面ヘラミガキ、内面ナデ、不
部内面ヘラミガキ

淡灰茶褐色 5 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に合む

良好

図版九

77

同上

SK-2

杯部径 236 口縁内外面ヨコナデ、杯体部内外面
ヘラミガキ

淡灰茶褐色 3 nm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

甕
徹と土約
第6層

口径 口縁部内外面ヨヨナデ、端面刺突文 暗茶灰褐色 3 mm以下の砂粒 (長
石・角閃石・雲母)
を多量に含む

良好

79

図版九

高年
中
第 6層

不部径 318
器高  131
脚部径 106

不部内外面ハケナデ、脚部外面ハケ
ナデ・ヨコナデ、内面しぼり目・ナ
デ・接合痕

乳灰茶色 2 mm以下の砂粒 (長
石・石英・雲母)を
微量に含む

良好

80

図版九

楯形埴輪

第6層

厚み21～24 外面ハケナデ・ヘラによる綾杉文な
ど幾何学文様

色

色

茶

茶

灰

橙

乳

淡

外

内
5 1nm以 下の砂粒 (長
石・雲母)を多量に
含む

良好
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3.ま とめ

今回の発掘調査では弥生時代後期から中世に比定される遺構及び遺物を確認したが、細長い

トレンチであり、遺構の性格など不明である。検出した遺構 。遺物のなかで特筆できるものは、

弥生時代後期から古墳時代初頭の上器集積に含まれていた大型の器台、奈良時代に比定される

柱穴内に残存していた大きな柱根の 2点である。

まず、第 1に大型器台である。この器台のタト面にはヘラミガキを施し、透孔・突帯を巡らせ、

ヘラ書きによる斜格子 。綾杉の文様で飾ったものがみられる。器が他の土器に比べて非常に大

きいこと。円筒形の埴輪によく似た器形などから、使用目的としての用途は日常的なものとは

異なる祭祀用などの特殊なものに使われたものではないかと思われる。さらに類似するものと

してもっとも近いのが埴輪の祖型といわれている「特殊器台」で、「筒型土器」ともいわれる

ものである。この「特殊器台」は吉備地方が起源といわれ、各地域から出土する「特殊器台」

は吉備地方から持ち運ばれたものともいわれている。その立証として胎土分析がある。土器に

含まれる砂粒と一致する地質の地域がその粘上の採集地であることが想定でき、その土器の製

作地がわかる。その成果は人尾市曙川小学校教諭 奥田尚氏他によって「畿内で出土している

特殊器台は岡山県の足守川流域周辺で制作された」と発表されている。現在までにこの「特殊

器台」は第 2表に掲載している各地域で出土している。多くは墳墓などに供献したものとして

出土している。人尾市内では東郷遺跡で出土している。が、河川に流された状態であり、使用

目的などは不明である。さて当遺跡で出上した大型器台であるが、上記で述べた「特殊器台」

とはやや異なるものと考えられる。当遺跡で出土したものと類似するものは確認されなかった

が、少し似たものがある。54・ 55の大型器台は兵庫県原田中遺跡出土の大型器台、56の大型器

台は徳島県釜の回遺跡出土の大型器台に似ている。これらの似ている土器は「特殊器台」とい

われているものよりも少し古い段階のものと報告されている。当遺跡出土の大型器台も同一時

期に位置づけられるものと考えられる。胎土分析の結果では当遺跡の東方、高安山の山麗付近

で製作されたものであった。このことは当遺跡の集落集団を考察する上で貴重な資料になるも

のである。

また、奈良時代の柱穴に残存していた柱根は方形で一辺約20cmを測る大きなものである。こ

の時代のものとしては大きな建物に使用されていたと考えられ、一般の住居とは異なる建物で

ある。考えられることは、「弓削道鏡が称徳天皇の信任をえ、その郷里に設けられた行宮で、

のちにこれを『由義宮』となし、神護景雲 3年 (769)天皇再度行幸にあって、ここを西京と

し造由義大宮司や造由義寺司をおいた。」とあり、その推定地が当調査地の南部500mか らlkm

内にあると想定されており、今回の調査で検出した柱穴跡がそれに深く関わりのあるものと思

われる。が、調査区が小面積であり、周辺地域での調査があまり行われてないことからその詳
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細については今後の課題である。

参考文献

○ 八尾市教育委員会「中田遺跡」『昭和53・ 54年度埋蔵文化財調査概要』 1981年
○ (財)八尾市文化財調査研究会「Ⅶ 中田遺跡 (第 11次調査)」 『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』1993
0 (財)八尾市文化財調査研究会『平成 5年事業報告』 1994
0 大阪府教育委員会「東郷遺跡発掘調査概要 ,I―八尾市桜ヶ丘・旭ヶ丘所存―』1989.3
0 近藤義郎・春成秀「埴輪の起源」『考古学研究』第12巻第 3号 1967年
○ 狐塚省蔵「吉備型器台論上・下」 F異貌 4・ 5」 1976年
○ 宇垣匡雅「特殊器台形上器・特殊壼形土器に関する型式学的研究」『考古学研究』第27巻第4号 1980年
○ 宇垣国雅「特殊器台形埴輪に関する若干の考察」 F考古学研究』第31巻第 3号 1983年
○ 田中秀夫・奥田尚「奈良県中山大塚古墳の特殊形土器」『古代学研究』第109号  1985年

第 2表 特殊器台出土地一覧表
都道府県 市 町 村 遺 跡 名 時期 遺 構 高さ 口 底 型 式 個体数 その他遺物

岡 山 県 総 社 市 宮山墳丘墓 弥生末 墳   墓 宮 山 型

岡 山 県 岡 山 市 矢 藤 弥生末 墳   墓 筒  型

岡 山 県 岡 山 市 矢 藤 治 山 弥生末 古   墳 筒  型

奈 良 県 橿 原 市 弁 天 塚 弥生末 1

奈 良 県 天 理 市 西殿塚古墳 弥生末 前方後円墳 特殊器台

兵 庫 県 赤 穂  市 原  田  中 弥生末 墳 丘 墓 吉 備 型 l 特殊壺

島 根 県 出 雲 市 矢 野 弥生末 特殊器台 l 一霊

佐 賀 県 三養基郡中原 原古賀三本谷 弥生末 145 瀬戸内式 ユ 船載の鏡片

愛 城 県 大  西 町 妙 見 山 弥生末 古   墳 ユ 特殊壷

徳 島 県 松  山 市 金  の  口 弥生末 筒  型

滋 賀 県 大 津 市 壺  笠  山 弥生末 筒   型

大 阪 府 入  尾  市 東 郷 1可     ナII 筒  型
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(追記)

大型器台の砂粒構成
奥 田   尚

中田遺跡内にあたる刑部 3丁目から出土したV様式期の大形器台の砂粒を肉眼で観察した。

器台は約 lmに も及び大きなものである。資料は報告番号54・ 55・ 56の 3点である。全体を肉

眼で観察し、次に観察良好な部分を倍率30倍の実体鏡で観察した。各々の観察結果について述

べる。

54(第 7図)構成砂粒種は石英 。長石・黒雲母・角閃石である。石英は無色透明、粒形が角、

粒径が0.1～ 0.3mm、 量がごくごく僅かである。長石は灰白色、粒形が角、粒径が0.1～ 5 mm、

量は僅かである。黒雲母は金色板状で、粒径が0.1～ 0.5111m、 量はごく僅かである。角閃石は黒

色粒状で、粒形が角、粒径0.1～ 0,741m、 量は非常に多い。 (Ⅱ a類型)

55(第 8図)構成砂粒種は花尚岩・石英・長石・黒雲母・角閃石である。花商岩は灰白色、

粒形が角、粒径が0.5～ l m�、量がごくごく僅かである。石英と長石が噛み合っている。石央

は無色透明で、粒形が角、粒径が0.1～ l llHl、 量が僅かである。長石は灰白色、灰白色透明、

無色透明で、粒形が角、粒径が0。 1～ l lllm、 量が多い、黒雲母は黒色板状で、粒径力Ю。1～ l HIHl、

量はごくごく僅かである。角閃石は黒色粒状で、粒径が角、粒径が0.1～ l mm、 量は中である。

(Ha型 )

56(第 9図)構成砂粒は閃緑岩 。長石・黒雲母・角閃石である。閃緑岩は暗灰色、粒形が角、

粒径が0.2～ 3 mHl、 量がごく僅かである。長石と角閃石が噛み合っている。長石は灰白色、無

色透明で、粒形が角、粒径が0.1～ 2 mln、 量は中である。黒雲母は金色板状で、粒径が0.4～ 1

mm量がごくごく僅かである。角閃石は黒色、粒形が角 。亜角、粒径が0.1～ 1.5Hlm、 量が非常に

多い。 (Ⅱ a型 )

以上のように含まれる砂粒には角閃石が多く、石英がごく僅かな閃緑岩質岩起源の砂礫を主

とする。中田遺跡付近は大和川が運んできた花商岩質岩起源の砂礫からなることから明らかに

中田遺跡の砂礫では製作できない器台である。中田遺跡の東方、高安山の山麓に縄文時代から

弥生時代まで続く恩智遺跡がある。恩智遺跡の上器には多くの角閃石が含まれるが、砂礫粒の

形は表面が水等で磨かれたような角～亜角を示し、今回観察できた器台のような鋭い角をもつ

1可内型庄内甕があげられる。中田遺跡では閃緑岩の媒乱砂を使用したような土器として河内型

庄内甕が制作されている。この器台は制作技法的に閃緑岩質岩の媒乱砂を混ぜていることから、

河内型庄内甕の制作技法に先行するものであるといえる。
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例

1。 本書は、人尾市刑部 3丁目地内で実施した、関西電力株式会社の電気管路新設工事に伴う

発掘調査の報告である。

1.

本書で報告する中田遺跡第18次調査 (N T93-18)の発掘調査業務は、財団法人人尾市文

化財調査研究会が、人尾市教育委員会の指示書 (人教社文第28号 平成 5年 5月 25日付)
に基づき、関西電力株式会社から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 5年 10月 4日 から10月 9日 にかけて成海佳子を担当者として実施した。

調査面積は約10m2を測る。現地調査には、澤井 幹・西田 寿が参加した。

本 文 目 次
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2 調査の方法と経過…………………………………………………………………………………63
3 調査概要……………………………………………………………………………………………63
4  まとめ・―̈ い―"……・・・・"¨・・・・―""・・̈ い"・・""………。・"・・中…………●・̈・・―̈ "。・………………………・・……Ⅲ63

口



中田遺跡第18次調査 (N T93-18)

Ⅲ 中田遺跡第18次調査 (N T93-18)

1 はじめに

中田遺跡は、人尾市中央部の中田 ,刑部・八尾木北一帯に位置しており、地理的には、旧大

和側の主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に立地している。同一の沖積地上には、

西に矢作遺跡、南に東弓削遺跡、北に小阪合遺跡があり、それぞれが、当遺跡と接している。

当遺跡は、昭和45年 (1970年 )の区画整理に伴って発見された遺跡で、以後、中田遺跡調査

会 ,大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。当調査研究会によつて調査が行われており、弥生

時代前期～中世に至る遺構・遺物が検出されているが、なかでも弥生時代後期～古墳時代前期

を主とする遺跡であることが明らかにされている。

今回の調査地の西側では、吉備系の上器を多量に含む古墳時代前期初頭の一括遺物が出土し

ており C刃電市教委昭和53年調査)、 平成 4年度には、公共下水道工事に伴う発掘調査 (N T92-

11)も行われている。

2 調査の方法と経過

今回の調査は、地下ケーブル埋設に伴う発掘調査で、当調査研究会が中田遺跡で行った発掘

調査の第18次調査 (N T93-18)にあたる。調査においては、昨年度の調査結果 (N T92-11)を

参考に、人力掘削・機械掘削を併用し、工事による掘削が終了するまで立ち会った。

3 調査概要

現地表のレベル高はおよそT.P.+11.Omで、盛土は0.6～ 0.lm程度なされており、この間に、

水道管やガス管などが埋設されている。また、北側の半分は擁壁工事のため、1,2m程度が攪

乱されている。以下には、耕土・床土にあたる第 1層暗褐色シルトが0.lmの厚さで堆積して

いる。それ以下には、昨年度の調査地 (N T92-11 1区 ～ 3区 )で確認されていた中世～近

世の河川内堆積土である第 2層～第 8層 までが堆積している。古墳時代の遺構面は認められな

かったが、第 3層からは、古墳時代前期の土器片が若干出上している。

4 まとめ

調査の結果、昨年度の調査地 (N T92-11)と 同様、中世頃の河川内堆積土を検出した。こ

のことから、過去の調査で検出した古墳時代前期の遺構面は、この河川の氾濫などで損なわれ

ており、ごく狭い範囲でしか遺存していない可能性が高いものと考えられる。
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蜘 mm

層名

0盛土
1 暗掲色粗砂～礫混じり砂質シル ト
2灰掲色粗砂混じり粘質シルト
3暗灰褐色礫混じり砂質シル ト
4灰褐色砂質シルトに白反色粗砂の互層
5白灰色粗砂に灰褐色砂質シルトの互層
6暗青反色シル ト～微砂と黄灰色粗砂の互層
7暗灰色粘質シル ト(粘性高い)
8黄反色粗砂 (水量多い)
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IV 中田遺跡第20次調査 (N T93-20)



例

1.本書は、人尾市八尾木北 6丁目地内で実施した公共下水道工事 (平成 5年度第36工区)に

伴う発掘調査の報告書である。

1. 本書で報告する中田遺跡第20次調査 (N T93-20)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第77号 平成 5年10月 1日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調査研

究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 10月 12日 ～10月 15日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は約m2でぁる。なお、調査においては人田雅美・島野鋼―が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子、

遺物観察表―西岡、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。
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中田遺跡第20次調査 (N T93-20)

Ⅳ 中田遺跡第20次調査 (N T93-20)

1.Iよ じめに

中田遺跡は人尾市のほぼ中央に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 6丁目、刑部

1～ 4丁 目、人尾木北 1～ 6丁目にあたる。

地理的には旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡

の周辺には南に東弓削遺跡、西に矢作遺跡、北西に成法寺遺跡、北に小阪合遺跡がある。

当遺跡では、大阪府教育委員会 。人尾市教育委員会・中田遺跡調査会 。当調査研究会により

数次の発掘調査が実施され、弥生時代前期から近世にかけての複合遺跡であることが確認され

ている。特に古墳時代初頭～前期にかけての遺構 。遺物が全般に存在していることが調査で確

認されている。
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代T63Jと 」J
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第 1図 調査地位置図及び周辺図

-65-



今回実施した発掘調査は、中田遺跡推定範

囲内の南部中央にあたる人尾木 6丁目地内で

行われる公共下水道第36工区工事に伴うもの

である。調査地の近接では、平成 4年度に当

調査研究会が実施した第14次調査地 (NT92-

14)や 昭和51年以降、市教育委員会によって

断続的な遺構確認調査が行われている地域で

ある。特に古墳時代前期を中心とした遺構・

遺物が顕著に検出されている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は下水道の人孔 (マ ンホー

ル)部分の工事部分を対象にした。人孔部分

は7ヶ 所で規模は一辺約 2m× 2mのグリッ

トである。グリットは北から南へ 1区～ 7区

と区名を付けた。総面積約28m2を測る。調査

期間は平成 5年 10月 12日 ～10月 15日 までであ

る。 調査では、現地表下1.0～ 1.5mを機械

で掘削し、以下0.1～ 0.4mの土層について人

力掘削及び精査を実施し、遺構・遺物の検出

に努めた。

調査の結果、古墳時代前期～中世に至る遺

構 。遺物を検出した。遺物は遺構および包含

層内から少量出土している。

2)基本層序

第1層 :盛土 (層厚100cm)。 上部はアスファ

ルト・バラス、下部は区画整理に

よる整地上である。

第 2層 :旧耕土 (層厚5～ 20cm)。 区画整理

により整地されるまでは農地とし

嘔
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駆
物

　

躯
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枢
物
　
襲
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醒
賜
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第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

第10層

て耕作していた土層である。上面で標高9.5m前後を測る。

青灰色シルト (層厚15～ 20cm)。 床土である。 3区・ 7区ではみられなかった。

乳灰色細砂 (層厚10～ 20cm)。 中世以降の洪水などにより堆積した土層であろう。

1区 と7区だけにみられた。

淡灰茶色シルト (層厚10～ 20cm)。 中世の水田土層である。 7区では人足・牛足等

と思われる足跡が残る水田面が観察できた。その他の区では後世により削平された

状態で確認された。 7区で検出した水田上面の高さは標高9.6mを測る。

茶灰色～淡灰茶色粘質土 (層厚20～ 40cm)。 古墳時代後期の包含層と考えられる。

7区ではこの上面より中世の時期のものと考えられる溝が切り込んでいる。

灰茶色粘土 (層厚30～ 40cm)。 1区にだけみられる土層である。

灰色粘土 (層厚20～ 30cm)。 1区にだけみられる土層である。

淡茶灰色～淡灰茶色粘質シルト (層厚10cm)。 5区～ 7区に堆積する土層で、古墳

時代後期の遺物が含まれる包合層である。

淡灰茶色粘質土 (層厚30cm)。 古墳時代前期～後期の遺構面と思われる。上面は標

高9.0～ 9,lmを測る。

淡茶灰色～乳灰色細砂 (層厚30cm以上)。 古墳時代前期ないしはそれ以前の河川の

堆積土層と考えられる。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、第 5層上面で中世以降の水田面、第 9層上面で中世の溝 1条、第10層及び第11

層の上面 (標高9.0～ 9.lm)で古墳時代前期から古墳時代後期の遺構・遺物を検出した。遺構

は、 1区で古墳時代後期の土坑 2基 (SK-1・ SK-2)、 4区で土坑 1基 (SK-3)、 5

区で土坑 1基 (SK-4)を 検出した。中世は 7区で溝 1条 (SD-1)、 中世以降の水田面

を検出した。以下、遺構 。遺物について記す。

土坑 (SK)

SK-1

2区で検出した。南部は調査区外に至り、全容は不明である。規模は東西幅0.68m、 南北幅

0.25m以上、深さ約0.2mを 測る。堆積土は灰茶色粘質シルトである。遺物は出土しなかった

が、土層の状況から古墳時代後期 (6世紀)ごろと思われる。
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中田遺跡第20次調査 (N T93-20)

①

2区

o              3m

第 4図 調査区遺構平面図
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SK-2

2区で検出した。南部は調査区外に至 り、全容は不明である。規模は検出部で、東西幅0,7

m、 南北幅0.3m以上、深さ約0.14mを測る。堆積土は灰茶色粘質シル トである。遺物は出土

なかったが、SK-2と 同時期ごろのものと思われる。

SK-3

4区で検出した。北東部は調査区外に至り、全

容は不明である。規模は検出部で、東西幅1.5m

以上、南北幅1.3m以上、深さ約0.46mを 測る。

堆積土は第 1層淡灰色砂質土 。第 2層暗灰褐色粘

質土でである。遺物は、第 1層 から古墳時代後期

の須恵器・土師器、第 2層から古墳時代前期 (布

留式古相)土器の小片がごく少量出土している。

図示できたものは、古墳時代前期 (布留式新相)

に比定される口縁部片の壼 (1)と 古墳時代後期

に比定される須恵器の器台 (2)脚部片の 2点で

ある。この土坑は古墳時代前期の遺構の上に古墳

時代後期の遺構を構築したものと思われる。

0                  1 ocm

第 5図  SK-3出 土遺物実測図

1                                                   2

SK-3

SK-4

5区で検出した。北東部は調査区外に至り、全容は不明である。規模は検出部で、東西幅1,7

m以上、南北幅1.5m以上、深さ約0.26m前後を測る。堆積土は淡仄茶色粘質シルトである。

遺物は内部から古墳時代後期に比定される土師器の甕・須恵器の蓋杯などの小片がごく少量出

土している。
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溝 (SD)

SD-1

7区で検出した。南―北方向に伸びるもので、検出長2.Om、 幅0.68m以上、深さ0.4mを測

る。西側の溝肩は調査区外に至 り不明である。堆積土は灰色粘上である。遺物は出土しなかっ

た。

水田

2区～ 7区で検出した。水田面が良好な状態で確認されたのは 7区だけである。水田面の高

さは標高9.6m前後を測り、人足。牛足と思われる足跡がみられた。

3.ま とめ

今回の発掘調査では古墳時代前期から中世に比定される遺構・遺物を確認したが、小面積な

調査区であり、遺構の性格など不明な点が多かった。しかし、 2区～ 7区の上層の観察状況で

は古墳時代前期から古墳時代後期に比定される遺構面の広がりが存在するものと思われる。周

辺では東部へ50mの所で当調査研究会が実施した第14次調査 (NT92-14)か ら古墳時代前期～

中世の遺構・遺物が確認されている。西部へ50m所では第10次調査 (NT92-10)で も古墳時代

前期～中世に至る遺構・遺物が確認されており、今回の調査地はその中間部分にあたり、その

間を埋める資料である。
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V 中田遺跡第21次調査 (N T93-21)



例 口

1. 本書は、人尾市刑部 3丁目地内で実施した公共下水道工事 (平成 5年度第63工区)に伴う

発掘調査の報告書である。

本書で報告する中田遺跡第21次調査 (N T93-21)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第字8号 平成 5年 10月 1日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調査研
究会が人尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年10月 20日 ～10月 22日 にかけて、高萩千秋を調査担当として実施した。

調査面積は約28m2でぁる。なお、調査においては人田雅美・島野鋼―が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測―西岡千恵子、図面レイアウト・ トレースー市森千恵子、

遺物観察表―西岡、遺物写真 。本文の執筆―高萩が担当した。
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V 中田遺跡第21次調査 (N T93-21)

1. はじめに

中田遺跡は人尾市のほぼ中央に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 6丁目、刑部

1～ 4丁 目、人尾木北 1～ 6丁目にあたる。

地形的には旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡

の周辺には南に東弓削遺跡、西に矢作遺跡、北西に成法寺遺跡、北に小阪合遺跡がある。

当遺跡では、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会・中田遺跡調査会 。当調査研究会により

数次の発掘調査が実施され、弥生時代前期から近世にかけての複合遺跡であることが確認され

ている。特に古墳時代初頭～前期にかけての遺構 。遺物が全般に存在していることが調査で確

認されている。

溜鍋幽
昭和60年度府教委

鞘
十1

魏
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南―

第 1図 調査地位置図及ぴ周辺図
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第 2図 調査区設定図
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中田遺跡第21次調査 (N T93-21)

今回実施した発掘調査は、中田遺跡推定範囲内の南部中央にあたる刑部 3丁目地内で行われ

る公共下水道第63工区工事に伴うものである。調査地の近接では平成 4年度に当調査研究会が

実施した第14次調査地 (NT92 14)や 昭和51年以降、市教育委員会によって断続的な遺構確認

調査が行われている地域である。特に古墳時代前期を中心とした遺構・遺物が顕者に検出され

ている。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は下水道の人孔 (マ ンホール)部分の工事部分を対象にした。人孔部分は7ヶ

所で規模は一辺約 2m× 2mのグリットである。グリットは西から東へ 1区～ 7区 と区名を付

けた。総面積約28m2を測る。調査期間は平成 5年 10月 20日 ～10月 22日 までである。

調査では、現地表下1.1～ 2.Omを機械で掘削し、以下0.1～ 0.4mの土層について人力掘削及

び精査を実施し、遺構 。遺物の検出に努めた。調査の結果、古墳時代後期～中世に至る遺構 。

遺物を検出した。遺物は遺構および包含層内から少量出上している。

基本層序２

　

第 1層

第 2層

第 3層

第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

盛土 (層厚100cm)。 上部はアスファルト・バラス。下部は区画整理による整地上で

ある。

旧耕土 (層厚5～ 20cm)。 区画整理により整地されるまでは農地として耕作していた

土層である。上面は標高9.5m前後を測る。 2区では水道管・ガス管等の埋設物に

より削平されていた。

褐灰色～青灰色砂質土 (層厚10～ 45cm)。 床土である。

乳灰茶色微砂 (層厚10～ 20cm)。 中世以降の洪水などにより堆積した土層で、 5区

だけにみられた。

淡茶灰色微砂 (層厚15～ 20cm)。 中世以降の洪水などにより堆積した土層で、 5区

だけにみられた。

乳灰色細砂 (層厚30cm以上)。 中世以降の洪水などにより堆積した土層で、 2～ 7

区でみられた。 4・ 5区が中心で、その他はオーバーフローしたものと考えられる。

茶灰色細砂混シルト(層厚10～ 20cm)。 中世の上層である。 1区 にだけの堆積が観察

できた。

青灰色～茶灰色粘土 (層厚30～ 40cm)。 3・ 6・ 7区で検出した。この層は中世以

降の水田土層と考えられる。上面には若千の足跡状のくぼみがみられた。上部では
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中田遺跡第21次調査 (N T93-21)

にぎり李大よりやや月ヽさい河原石が少量含まれていた。河川によって流れてきたが

混入したものと思われる。

第 9層 :青灰色粘土 (層厚20cm以上)。 6。 7区に堆積する土層である。

第10層 :暗灰褐色粘質シル ト (層厚20cm)。 古墳時代後期の遺物が含まれる包含層と考えら

才とる。

第11層 :淡青茶色粘質シル ト (層厚30cm以上)。 1区 にだけみられる土層である。古墳時代

後期の遺構面と思われる。上面は標高9.3mを測る。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、 1区の第10層上面で中世の柱穴 1個、 2・ 3・ 6・ 7区の第 5層上面で中世以

降の水田面、 5・ 6区の第 3層下で中世の河川跡 1条 を検出した。以下、各区の遺構・遺物に

ついて記す。 (*注 説明している土層番号は基本層序で便宜上につけた番号で、区によつて

は存在するところと存在しない土層がある。)

1区

現地表 (道路)下1.2m(T.P.+9.55m)で 古墳時代後期の包含層 (第 10層 )を検出した。

包含層上面では中世の時期のものと考えられる根石をもった柱穴 1個を検出した。根石は縦30

cm、 横20cm、 厚み 7 cmの大きさで、上面が平らで水平に置かれた状態であった。柱穴の掘形は

確認できなかった。

包含層は小片化した土器が多く含む層であった。その下のベース面と考えられる第11層上面

で、遺構の検出に努めたが検出しなかった。しかし、この包含層は北西側の近接で行っている

N T92-14で遺構を検出しており、調査区周辺には集落遺構の存在が考えられる。

2区

現地表下1.45m(T.P.+9.3m)で 検出した第 6層 は中世ごろの洪水または氾濫で堆積 した

砂層で、この下の第 8層上面 (T,P,+8.95m)は水田面と考えられる。この堆積状況は 3・ 6

・ 7区でも同じ堆積状況で確認されている。

3区

第 3層以下は 2区 と同様の堆積状況がみられた。この区で検出した第 8層上面のレベル高は、

2区 より約15cm高い。

4区

第 6層が厚く堆積しており、 2。 3区で検出した第 8層 は確認されなかった。河川跡の中心

付近をあけたものと考えられる。
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中田遺跡第21次調査(N T93-21)

5区

4区 と同様の堆積がみられた。この区もまだ河川内にあたるものと思われる。

6区

2・ 3区 と同様の堆積がみられた。この区の水田面は 2区より約55cm高 い。

7区

6区 と同様の堆積であるが、この区では水田面が南と北と10cmの段差がみられた。北が高 く、

南 が低 ヤヽ 。

3.ま とめ

今回の発掘調査では古墳時代後期から中世に比定される遺構・遺物を確認したが、小面積な

調査区であり、遺構の性格など不明な点が多いが、 1区で確認された古墳時代後期の包含層の

状況から集落遺構が存在するものと思われる。近接では当調査研究会が行つた第14次調査 (NT

92-14)で古墳時代前期～中世の遺構面を確認しており、その南西側に今回の調査地があるこ

とから、南西偵↓への広がつていることがわかった。しかし、東側の 2～ 7区では中世以降の洪

水による砂層が堆積している。特に 4・ 5区では砂層が厚く堆積しており、河道の中心である

ことが考えられる。その両側に位置する 2・ 3区 (西側)と 6・ 7区 (東側)では砂層により

埋まった水田があることが確認された。
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中田遺跡第22次調査 (N T93-22)



例

本書は人尾市刑部 3丁目～八尾木北 6丁目で実施した電気管路新設工事に伴う発掘調査で

ある。

本書で報告する中田遺跡第22次調査 (N T93-22)の発掘調査業務は、人尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第90-1号 平成 5年 11月 5日 )に基づき財団法人人尾市文化財調査
研究会が関西電力から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 6年 1月 18日から2月 14日 にかけて、西村公助を担当者として実施した。

調査面積は22.5m2を 測る。なお、調査においては能勢尚樹が参加した。

内業整理は、現地調査終了後実施し平成 6年 8月 31日 に終了した。

本書に関わる業務は、図面レイアウト・ トレースー能勢・西村 (和)・ 西村 (公)が行っ

た。

H

1.

1.

1.

1.

1.

1.本書の執筆・編集は西村 (公)が行った。
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中田遺跡第22次調査 (N T93-22)

Ⅵ 中田遺跡第22次調査 (N T93-22)

1 はじめに

中田遺跡は人尾市のほぼ中央に位置する遺跡で、中田 1～ 6丁目。人尾木北 1～ 6丁目・刑

部 1～ 4丁 目付近にあたる。地理的には河内平野のほぼ中央部を流れる長瀬川と玉串川に挟ま
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第 1図 調査地周辺図
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れた沖積地にあたる。当遺跡の西には矢作遺跡が、南には東弓削遺跡が、北には小阪合遺跡が

ある。

当遺跡内では、当調査研究会が21件の調査を行つている他、大阪府教育委員会文化財保護課・

八尾市教育委員会文化財室により調査が実施されており、弥生時代
～近世に至る遺跡であるこ

とが確認されている。

今回調査を行つた場所は、人尾市刑部 3丁目から人尾木北 6丁目で、当調査研究会が行った

第11次調査地の西約50m地点にあたる。従来から当調査地近辺では発掘調査が行われており、

弥生時代から近世に至るまでの遺構及び遺物が出土している。このことから、今回の埋設工事

に伴い発掘調査を実施するに至ったもので、事業者と人尾市教育委員会文化財室 。財団法人人

尾市文化財調査研究会との間で取りかわした三者協定に基づき財団法人人尾市文化財調査研究

会が事業者から委託を受けて実施した発掘調査である。現地発掘調査の期間は平成 6年 1月 18

日から2月 14日 で、調査面積は22.5m2を 測る。

2 調査概要

1)調査方法と経過

今回の調査では電気管路新設に伴うもので、当調査研究会が中田遺跡内で行った第22次調査

である。調査は埋設部分を対象に約22.5m2を 行った。

調査では調査地が 5箇所に分かれているため、東からNol・ ・・・No5と 名付けた。

2)検出遺構・出土遺物

N01

トレンチの南側

に既設の下水道管

が存在しており、

管を入れる時の工

事掘削により現表

下1.5m以上の堆

積土層は壊されて

いる】対兄であった。

この様な状況下、 第 2図
イNol東壁面図

堆積状況が確認できた部分は、北側の一部のみであった。この部分について調査 (現地表下1.5

mま で)を行ったが、遺構の検出および遺物の出土はなかった。この調査区では4層確認した。

(第 2図参照)

TP+10.Om

第 0層 盛土 (上画標高TP+10.874m)
下水道工事時埋土含む

第 1層 暗反色(N3/)粘土 (旧耕土)

第 2層 灰色(5Y4/1)細砂混粘土
第 3層 灰色(10Y4/1)粗砂混活土

下
水
道
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④

刑部小学段

N02

トレンチの南

側に既設の下水

道管、北側に既

設のガス管が存

在しており、管

を入れる時の工

事掘削により現

表下1.5m以上

の堆積土層は壊

第 3図 Nol調査位置図

第 4図 No2

第0層 盛土(上面標高TP+10.802m)

下水道工事時埋土含む

ガス管埋設工事時埋土含む

第 1層 暗灰色(N3/)粘土(旧耕作土)

第2層 灰色(5Y4/1)細砂混粘土

第3層 灰色(10Y4/1)粗 砂混粘土

東壁面図

T.P+10,Om

○

＼
到
引
―

レガ

第 5図 No2調査位置図
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されている状況であった。この様な状況下、堆積状況が確認できた部分は、中央の一部のみで

あった。この部分について調査 (現地表下1.5mま で)を行ったが、遺構の検出および遺物の

出土はなかった。この調査区では4層確認した。 (第 4図赤照)

N03

既設の下水道管が存在しており、管を入れる時の工事掘削により現表下1.4mま での堆積土

層は壊されている状況であった。この様な状況下、堆積状況が確認できた部分は、西側の一部

のみであった。この部分について調査 (現地表下1.8mま で)を行ったが、遺構の検出および

遺物の出土はなかった。この調査区では 3層確認した。 (第 6図参照)

~宝 」

第0層 盛土(上面標高TP+10,745m)

下水道工事時埋土含む

第1層 掲色(10YR74)細 砂

第2層 灰褐色(7.5YR5/2)粘土

第 6図 No3南壁面図

第 7図 No3調査位置図

N04

現地表下1.Omま では盛土が堆積していた。以下は本来の堆積状況が確認できた。しかし、

遺構の検出および遺物の出土はなかった。この調査区では 5層確認した。 (第 8図参照)
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TP+10.Om

第0層 盛土(上面標高TP+10.736m)

第 1層 暗灰色(N3/)粘土(旧耕作土)

第2層 青灰色(5B5/1)シ ルト混粘土

第3層 灰色(10Y5/1)細 砂混粘土

第4層 褐色(10YR4/4)細砂

9.Om

第 8図 No4南壁面図

第 9図 No4調査位置図

N05

現地表下1.Omま では盛土が堆積していた。以下は本来の堆積状況が確認できた。しかし、

遺構の検出および遺物の出土はなかった。この調査区では 9層確認した。 (第10図参照)

TP+10.Om
第0層 盛土(上面標高TP+10,776m)

第1層 暗反色(N3/)粘土(旧耕作土)

第2層 青灰色(5B5/1)シ ルト混粘土

第3層 灰色(10Y5/1)細 砂混粘土

第4層 掲色(10YR4/4)細砂

第5層 灰褐色(7.5Y5/2)粘 土

第6層 灰色(N4/)ン ルト混粘土

第7層 灰色(N4/)粘土

第8層 青黒色(5BG2/1)粘土

第10図 No5東壁面図
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第11図

△

No5調査位置図

3 まとめ

中央のNo3で砂の堆積層を確認した。この砂は、No 2や No lの 第 2層および第 3層 に相当

すると思われ、少なくとも東西約100mの 範囲が河川による堆積もしくは河川による影響を受

けた氾濫の堆積状況であったと言える。時期は遺物の出土がないため不明であるが、周辺の調

査結果から、古墳時代以後のものと思われる。

また、No 4・ No 5では、本来の堆積状況が比較的良好に残つていた。No 4では第 1層から

第 4層が、No 5では第 1層 から第 8層 までがほぼ水平に堆積 しており、河川の氾濫による砂

層の堆積はほとんど見られない状況で、比較的安定した地域であると言える。時期については

出土遺物がないため不明であるが、周辺の調査結果から、第 5層以下は古墳時代以前の堆積土

層と思われる。
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N01 調査状況 (南東から)

甍

鞠

N01 東壁面 (西から)
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図
版
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N03 全景 (西から)

N03 南壁面 (北から)
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N04 全景 (西から)

N04 南壁面 (北から)
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Ⅶ 中田遺跡第23次調査 (N T93-23)



例

1,本書は、人尾市中田4丁目118で実施した防火水槽設置工事に伴う発掘調査の報告書であ

る。

1.

本書で報告する中田遺跡第23次調査 (N T93-23)の発掘調査の業務は、人尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第47号平成 5年 7月 30日 )に基づき、財団法人人尾市文化財調査研

究会が入尾市から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 6年 3月 1日 から平成 6年 3月 4日 にかけて、岡田清―を担当者として実

施した。面積は約25m2を測る。なお、調査においては西田寿・村井俊子・典儀徳保が参加

した。

本書に関わる業務は、岡田が担当した。
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中田遺跡第23次調査 (N T93-23)

Ⅶ 中田遺跡第23次調査 (N T93-23)

1  1よ じめに

中田遺跡は、人尾市のほぼ中央部に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 5丁目、

刑部 1～ 4丁 目、人尾木北 1～ 6丁目付近がその範囲にあたる。地理的には旧大和川の主流で

ある長瀬川と玉串川に狭まれた低位沖積地に位置する。当調査地周辺には、西に矢作遺跡、北

に小阪合遺跡、南に東弓削遺跡が隣接する。

当遺跡内では、1971(昭和46)年の区画整理事業に伴う調査に端を発し、現在までに大阪府

中国追跡調査センター・

委員会調査地

厖
ド
ー
」
イ
ー
ー

01-24+―-6iF モ式と‖ ‖
第 1図 調査地周辺図
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教育委員会・八尾市教育委員会・中田遺跡調査会 (昭和47～ 49年)。 当調査研究会によって多

数の調査が実施されている。それらの調査の結果、弥生時代前期からの遺構・遺物をはじめ古

墳時代前期の掘立柱建物や土坑・溝・井戸、平安～鎌倉時代においては集落跡とともに青磁・

白磁、土師器では墨書土器が出土している。最近の当調査研究会が実施した調査では、刑部4

丁目の共同住宅建設に伴う調査において、弥生時代後期の上器集積内から古墳時代の埴輪の原

型ともみられる大型器台が出土している (N T93-17)。 さらに入尾木北 6丁 目の楠根川改修

工事に伴う調査では、古墳の周濠内から家形・船形 。朝顔形・円筒形の埴輪が完形に近い状態

で出土し、なかでも船形埴輪は全国で履も小型のものであることが半J明 している(N T93-19)。

2 調査概要

1)調査方法と経過

今回の調査は、中田第 1公園内にドける防火水槽設置工事に伴うもので、当調査研究会が当

遺跡内で実施した第23次調査にあたる。調査区は、当初工事箇所に沿つて公園北端部の市道寄

りに5× 5mの25m2の規模で設定した。しかし、

掘削上の安全面から協議の結果、上面の掘削範囲

を7× 7mに変更し、現地表からlm前後の機械

掘削については、周囲壁面に法 (の り)面および

テラス状部分を設ける手段を講じた。それより以

下 lm前後に及んで人力による掘削・精査を実施

し、遺構・遺物の検出に努めた。また、調査終了

後は調査区のやや中央部分において 1× 2mの規

模で、最終遺構検出面よりさらに深さlm前後の

下層確認を実施した。

2)基本層序

第 1層 :公園造成時の盛土及び排水管埋設工事

等の攪乱層 (層厚lm前後)。 現地盤の

標高 (T.P.)は 10.Om前後を測る。

第2層 :暗紫灰色砂礫混砂質土 (層厚10cm前御 。

近世～近代までの遺物を含む。

第 3層 :茶灰色砂礫混砂質土 (層厚20～ 40cm)。

中世の遺物片が含まれるが、土質及び

調査区位置図
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第 4層

第 5層

第 6層

第 7層

第 8層

第 9層

第10層

(※第

中田遺跡第23次調査 (N T93-23)

遺物の破片状況からみて住居建築にともなった整地層ではないかとおもわれる。

責灰色粘質土 (層厚10～ 30cm)。

暗茶褐色砂礫混砂質土 (層厚30clll前後)。 古墳時代中期の遺物を含む。

暗褐色シルト (層厚15cm前後)。 古墳時代前期 (布留式期)の遺物を含む。この層

の上面 (標高8.4～ 8.5m)が古墳時代中期末 (5世紀後葉)に比定される遺構面に

なる。

灰褐色シルト (層厚20cm前後)。 この層の上面 (標高8.2m前後)が古墳時代前期

(布留式期)に比定される遺構面になるが、北部へいくほど希薄になる。

茶灰色細砂混粘質土 (層厚30cm前後)。

青灰色粘質土 (層厚20cm前後)。

黄灰色粗砂 (層厚50cm以上)。 湧水が著しく、周辺の調査結果から弥生時代後期末

頃に比定される河川の堆積層とおもわれるが、遺物は含まれていなかった。

～10層は下層確認による。)

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、古墳時代前期 (布留式期)に比定される溝 1条 (SD-201)。 小穴 7個 (S

P-201～ 207)、 古墳時代中期末 (5世紀後葉)に比定される土坑 1基 (SK-101)・ 溝 5条

(SD-101～ 105)・ 月ヽ穴 1個 (SP-101)の 2時期に及ぶ遺構面を検出した。

今回の出土した遺物は全て破片であり、図化できるものはなかった。

[古墳時代前期 (布留式期)]

溝 (SD)

SD-201

調査区の東部北寄りで検出した。北西―南東方向に伸びるとおもわれるが、南西部はSP一

201に よって削平を受ける。検出部での規模は幅45cm。 深さ10cmを はかる。断面の形状は逆台

形を呈する。埋土は灰黒色粘質上で、内部から古式土師器の破片が出土した。

小穴 (SP-201～ 207)

SP-201のみ柱痕跡が確認された。掘 り形は楕円形を呈し、長径56cm。 短径44cm・ 深さ29

cmを測る。柱痕は円形を呈し、径10cmを はかる。埋土は灰色粘土の単一層で、内部からは布留

式甕の一部が出土した。他の小穴についての掘り形の形状及び規模は、円形または隅丸方形を

呈し、径20～ 30cm。 深さ5～ 10cmを測る。埋土はすべて灰色粘上の単一層で、SP-203か ら

は庄内式甕の一部 。SP-205,206か らは古式上師器の破片がそれぞれ少量出土した。

SP-2011こ みられる柱痕と他の小穴の検出状況から掘立柱としての復原を試みたが、各小
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第 3図 古墳時代前期遺構平・断面図
穴の配列からみて建造物となる可能性は少ない。

[古墳時代中期末]

土坑 (SK)

SK-101

調査区北部のSD-102内 で検出した。掘り形の南部は調査上の側溝によって削平してしまっ

たのと、北部が調査区外に至っていることもあり、全容は不明である。検出部分での規模は最

大径 lm・ 深さ0.8mを はかる。北壁面にみられる断面の形状は逆台形を呈する。埋土は褐灰

色粘質上で炭化物がブロック状に混入する。遺物は出土しなかった。
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TP,+10.Om

第 4図 古墳時代中期末遺構平 。断面図

溝 (SD)

SD-101

調査区の南西部で検出した。南北方向に伸びると思われ、南部はSD-102と 合流する。規

模は幅45cm・ 深さ 7 cmを 測る。断面は半円形を呈する。埋土は暗灰色粘質土で、遺物は土師器

の小破片が少量出土 した。

SD-102

調査区の北部で東西方向に伸びるが、 SK-101付近から北東部へ向かって大きく広がる。

規模は検出部で幅0.4～ 1.Om以上・深さ0。 12m前後を測る。埋土は暗灰色粘質上で、遺物は土
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師器の高杯 (杯部)の破片のほかに須恵器の小破片が少量出上した。

SD-103

調査区中央で、東西方向に伸びる。規模は幅45～ 65cm・ 深さ18cm前後を測る。断面は逆台形

を呈する。埋土は暗灰色粘質土である。遺物は土師器及び須恵器杯身 (陶邑編年 I型式第 4段

階)の小破片が出土したが、図化できるまでには至らなかった。

SD-104

SD-103の南側で並行して伸び、一部近代の井戸によって削平される。規模は幅55～70cm

・深さ4 cm前後を測る。断面は逆台形を呈する。埋土は暗灰色粘質上で、遺物は土師器及び須

恵器の破片が少量出土した。

SD-105

調査区南西隅で、東西方向に短く伸びる。規模は幅35cm。 深さ6 cmを 測る。断面は半円形を

呈する。遺物は出土しなかった。

柱穴 (SP)

SP-101

調査区北東部で検出した。東部は側溝により削平してしまったが、掘 り形の遺存部分から推

定して径50cm前後のほぼ円形を呈するとおもわれる。検出できた部分でみると、全体の深さ25

cmで、掘 り形内西寄りに径15cm前後の柱痕をもつ。埋土は暗灰色粘質土で、内部からの遺物は

なかった。

今回 2時期に渡って検出した柱痕をもつ小穴 SP-l ol・ 201については、双方とも検出地点

が近く、明確に時期決定できる遺物もみられなかった為に同時期に建替えが行われたのではな

いかとおもわれた。しかし、北壁及び東壁の層位にみられる掘り込み状況を綿密に観察した結

果、時期差のあることが判明した。ただこれらから言えることは、小穴の検出状況からみて本

調査地の北部または東部において古墳時代前期～中期にかけての建造物が遺存していることは

必至であり、今後の当地周辺の調査に際して注意を払う必要があろう。

3.ま とめ

当地付近に於ける周知の調査では、北に約80m地点 (第 1図参照)で、昭和46年に大阪府教

育委員会によって実施された「安中―教興寺道路工事に伴う調査」があり、本調査結果の時代

様相とほぼ対応する内容がみられる。その調査資料のなかで古墳時代～余良時代には、井戸・

溝・ピット (柱穴)等から集落跡の存在が示されており、これは本調査にみる古墳時代前期～

中期にかけて検出した集落跡の一部を示す遺構と関連するものと考えられ、古墳時代前半期に

連綿と営まれつづける集落の構造及び広がりを知る上で貴重な成果と言える。
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中田遺跡第23次調査 (N T93-20

次に中世期では、鎌倉・室町期の堆積層内にみられる瓦片 。汁器等と、この地域の字名に地

蔵堂・薬師堂・善坊寺等の寺院に関する地名が残っていることとを関連付けて寺院跡の存在が

示されている。これは本調査で確認 した第 3層の中世期の整地層と対応するものであり、遺構

はみられなかったが前者との有機的な関係を示唆するものである。

<参考文献>
◎中田遺跡調査会『中田遺跡 《北区》発掘調査概要』 昭和48年 3月
◎中田遺跡調査センター『中田遺跡 ～日本電信電話公社大阪東地区管理部地下線埋設工事に伴う調査～』
中田遺跡調査報告1 1974年 5月

◎人尾市教育委員会『中田遺跡 ～昭和 年度国庫補助事業中田遺跡範囲確認調査～』中田遺跡調査報告Ⅱ
1975年 3月

◎八尾市史編集委員会 増補版『八尾市史 (前近代)本文編』 昭和63年 10月

第 2遺構面 (古墳時代前期/西から)

北壁断面 (南から) 調査風景 (南東から)
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Ⅷ 人尾南遺跡第19次調査 (Y S93-19)



例

本書は八尾市西木の本 4丁目4番地で実施した宿舎建設事業に伴う発掘調査の報告である。

本書で報告する人尾南遺跡第19次調査 (Y S93-19)の発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (人教社文第 6号 平成 5年 4月 19日 )に基づき財団法人人尾市文化財調査研

究会が防衛庁から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 5年 10月 21日 から同年12月 13日 にかけて、西村公助を担当者として実施し

た。調査面積約700ポを測る。なお調査においては能勢尚樹・中西明美・西村和子・森下

玲子・松井三千子・工藤節子 。川崎愛美が参加した。

内業整理は、現地調査終了後実施し平成 6年 8月 31日 に完了した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―西村 (公)・ 西村 (和 )、 図面レイアウト・ トレー

スー西村 (公)。 中西・西村 (和)。 森下玲子、遺物写真撮影―西村 (公)が行った。

本書の執筆および編集は西村 (公)が行つた。

本 文 目 次

1ま じめに………………………………………………………………………………………… 101

調査概要………………………………………………………………………………………… 101

1)調査の方法と経過…………………………………………………………………………… 101

2)基本層序……………………………………………………………………………………… 105

3)検出遺構・出土遺物………………………………………………………………………… 105
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人尾南遺跡第19次調査 (Y S93-19)

Ⅷ 八尾南遺跡第19次調査 (Y S93-19)

1  `よ じめに

入尾南遺跡は人尾市の南西部の若林町・西木の本に所在し、南から北へ伸びる羽曳野丘陵の

先端から河内平野に接する部分に位置する旧石器時代から中世に至る複合遺跡である。当遺跡

の西部には古墳群を主に検出している長原遺跡が、また東部には中世の集落が検出されている

太田遺跡と、弥生時代から中世の集落を検出している木の本遺隊がある。

今回の発掘調査は防衛庁宿舎建設に伴って実施したもので、当調査研究会が入尾南遺跡内で

実施した発掘調査の第19次調査にあたる。今回の調査地は、昭和56年度に人尾市教育委員会が

実施した調査地の南約50mにあたる。従来より当調査地周辺では発掘調査が行われており、旧

石器時代から近世に至るまでの遺構及び遺物が出土している。このことから、今回の建設工事

に伴い発掘調査を実施するに至ったもので、事業者と人尾市教育委員会文化財課・財団法人八

尾市文化財調査研究会との間で取りかわした三者協定に基づき財団法人八尾市文化財調査研究

会が事業者から委託を受けて実施した発掘調査である。現地発掘調査の期間は平成 5年 10月 21

日から平成 5年 12月 13日 で、調査面積は700ポ を測る。

2 調査概要

1)調査の方法と経過

調査に際しては、人尾市教育委員会が実施した昭和56年度調査の成果をもとに、現地表下1.8

mま でに存在する盛土 。旧耕土を機械で掘削し、以下約0,8mは 人力掘削を行い、 3面 (第 1

面～第 3面)にわたる調査を実施した。調査の結果、弥生時代から古墳時代後期の遺構の検出

および遺物の出土があった。調査地での地区割は、国土座標の軸にあわせ、調査地の南西側に

地図番号 調 査 機 関 略 号 調査年度 住  所 備 考

① 財 人尾市文化財調査研究会 Y S84-03 昭和59年度 西木の本 4丁目 4

② 財 八尾市文化財調査研究会 Y S84-04 昭和59年度 西木の本 1丁目63

① 財 人尾市文化財調査研究会 Y S86-06 昭和61年度 西木の本 3丁 目

④ 財 八尾市文化財調査研究会 Y S86-07 昭和61年度 木の本110

⑤ 財 人尾市文化財調査研究会 Y S87-10 昭和62年度 西木の本 4丁目 4

⑥ 財 八尾市文化財調査研究会 Y S89-16 平成元年度 西木の本 1丁目他

⑦ 財 八尾市文化財調査研究会 Y S92-18 平成 4年度 西木の本 3丁 目

① 財 八尾市文化財調査研究会 Y S93-19 平成 5年度 西木の本 4丁目 4 今回の調査

③ 八尾市教育委員会文化財課 昭和56年度 西木の本 4丁目11

⑩ (財 )大阪市文化財協会 N G82-26 昭和57年度 長吉長原東 3-14

第 1表 八尾南遺跡および長原遺跡発掘調査一覧表
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第 1図 調査地周辺図

基準点 (国土座標のX:-155.610000 Y:-38.215000)を 置き、この基準点から東へ70m。

北へ25m、 にわたって設定した。一区画の単位は 5m四方で、基準点から東西方向はアルファ

ベット (西からA～ N)、 南北方向は算用数字 (南から1～ 5)で示した。地区別の表示は、

一区画の南東隅に交差する線を用い、 lA～ 5N区、と呼称した。

一十八
ゅ
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パJ毛南遺跡第19次調査 (Y S93-19)
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人尾南遺跡第19次調査 (Y S93-19)

2)基本層序

今回の調査区では、弥生時代前期相当の層 (第14層〉から現代 (第 0層〉までの堆積状況を

確認した。現代及び近代の工事掘削により本来の堆積状況が壊されている部分が数箇所あった

が、全面わたり比較的良好な形で堆積土は確認できた。確認した堆積土層のうち面的な調査を

行ったのは、第10層上面 【第 1面】 (古墳時代後期遺構検出面 [6世紀前半])、 第11層上面

【第 2面】 (古墳時代中期初頭遺構検出面)、 第12層上面 〔第 3面】(弥生時代遺構検出面)で

ある。(第 3図参照)

3)検出遺構・出土遺物

第 1面

現地表下2.Om(標高7.8m)と こ存在する第10層 暗灰色粘土 (N3/1)上面で、古墳時代後期の土

坑2基 (sK-101・ SK-102)、 小穴14個 (SP-101～ SP-114)、 溝2条 (SD-101'SD-102)を 検

出した。

土坑 (SK)

SK-101

3・ 4L地区で検出した。平面の形状は不定形で、土坑の北側は調査区外である。東西幅2.65

m、 深さ0.2mを 測る。埋土は暗灰色 (N4/)粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

SK-102

2。 3LoM地 区で検出した。平面の形状は不定形で、土坑の南側は調査区外である。東西

幅5,7m、 深さ0.35mを 測る。埋土は灰色 (N6/)粘土である。

土坑内からの遺物の出土はなかった。

小穴 (SP)

SP-101～ SP-114

調査地の全域にわたり検出した。しかし特に中央部分で

は 2個検出したのみで、希薄である。径0.15二 0.8m、 深

さ0.05～ 0.2mを 測る。埋土は、 SP-101～ SP-109が

灰色 (N6/)シ ル ト混粘土、 SP-110～ SP-114が暗灰色

(N3/)粘土である。 SP-110内からは須恵器の杯身 (1)

【陶邑編年Ⅱ-2形式】が 1点出土している。杯身 (1)

は1/4欠損しており、口縁部を上にして出土した。口縁部

内外面回転ナデ、体部内面回転ナデ、体部タト面回転ヘ

ラケズリである。また、SP-107・ SP-108。 SP―

112か らは土師器の破片が少量出土している。

A
A'

TP+7.3m

1 暗灰色粘土 (N3/)
50cm

第 4図  SP-110平 断面図

o                   10cm

第 5図  SP-110出 土遺物実測図

物
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溝 (SD)

SD-101

2・ 3H～ K地区で検出した。南東から北西方向に蛇行 しながら伸びる。幅1.15～ 3.3m、 深

さ0.2mを 測る。坦土は灰色 (7.5Y6/1)粘土である。溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-102

2・ 3J・ K地区で検出した。東から西方向に弧状に伸び、溝の西側はSD-101と 合流 して

いる。幅0.3m、 深 さ0.lmを測る。埋土は灰色 (10Y5/1)シ ル ト混粘上である。滞内からの遺

物の出土はなかった。

第 6図 第 9層出土遺物実測図

第10層上面を覆う第 9層包含層内からは、須恵器器台 (2)・ 土師器甑 (3)、 甕 (4)が

出土 した。器台 (2)は 、脚部の破片で、外面に波状文を施 している。甑 (3)は、把手部分

で、内外面ナデである。甕 (4)は、日縁部で、内外面共に横ナデである。

第 2面

第 1面から0.2m下層 (標高7.6m)|こ 存在する第11層緑灰色シル ト・細砂 (5G5/1)層上面で、

古墳時代中期初頭の土坑 3基 (SK-201～ SK-203)、 溝 7条 (SD-201～ SD-207)を 検出した。

土坑 (SK)

SK-201

2L地区で検出した。平面の形状は不定形で、長径1.4m、 短径1.lm、 深 さ0.lmを測る。

埋土は緑黒色 (5G2/1)粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

SK-202

2。 3L地区で検出した。平面の形状は楕円形で、長径1,3m、 短径0.9m、 深 さ0.lmを 測

る。埋土は緑黒色 (5G2/1)粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

SK-203

3L地区で検出した。平面の形状は楕円形で、長径1.9m、 短径1.6m、 深さ0.lmを測る。

埋土は緑黒色 (5G2/1)粘土である。土坑内からの遺物の出土はなかった。

溝 (SD)

SD-201

-106-



人尾南遺跡第19次調査 (Y S98-19)

1～ 3B・ c地区で検出した。南西から北東方向に直線に伸びる。溝の西肩は調査区外にあ

るため本来の溝の幅は不明である。検出した幅は2.5m、 深さ0.4mを測る。埋土は上から緑黒

色 (5G2/1)シ ルト混粘土、緑黒色 (5G2/1)粘土、暗緑灰色 (10G4/1)細砂である。溝内からの遺

物の出土はなかった。

SD-202

1～ 3E地区で検出した。南北方向に伸びる。幅1.6～ 3.Om、 深さ0。 lmを測る。埋土は暗

緑灰色 (10G4/1)粘土である。溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-203

2・ 3G地区で検出した。南北方向に伸びる。幅0.7～ 1.Om、 深さ0.lmを 測る。埋土は暗

緑灰色 (10G4/1)粘土である。溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-204

2・ 31～K地区で検出した。南東―北西方向に伸びる。南部はSD-205に よつて切られて

いる。幅0.2～ 0.4m、 深さ0。 lmを測る。埋土は暗緑灰色(10G4/1)粘土である。溝内からの遺

物の出土はなかった。

SD-205

2・ 3K地区で検出した。南北方向に伸びる。南部でSD-204を 切つている。幅0.5～ 1.Om、深

さ0.lmを測る。埋土は暗緑灰色 (10G4/1)細 砂混粘土である。溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-206

2～ 4K・ L地区で検出した。南西―北東方向に伸びる。南部はSD-205に よつて切られて

いる。またSD-207と 合流している。幅0.4～ 1.lm、 深さ0.lmを 測る。埋土は暗緑灰色

(10G4/1)礫混粘土である。溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-207

2K地区で検出した。南北方向に伸びる。

m、 深さ0。 lmを 測る。埋土は暗緑灰

色 (10G4/1)礫混粘土である。溝内か

らの遺物の出土はなかった。

第11層上面を覆う第10層包含層内か

幅0.4～ 1.ユ

0                  1 0cm

第 7図 第10層包含層出土遺物実測図

らは、韓式系土器 (5)、 須恵器杯 (6)が出土した。韓式系土器 (5)は 、体部の破片で、

外面に平行のタタキを施す。須恵器杯 (6)は、蓋で、内外面共に回転ナデである。

第 3面

第 2面から0.4m下層 (標高7.2m)に 存在する第12層青灰色シルト混粘土 (5B6/1)層上面で、

弥生時代の溝 2条 (SD-301・ SD-302)を検出した。

一Ｄ

　

Ｈ
＝

Ｈ
Ｈ
＝
＝

５

韓鰈
-206と 合流 している。
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溝 (SD)

SD-301

2・ 31・ 」地区で検出した。南北方向に伸びる。幅2.5～ 6.5m、 深さ0.4mを 測る。埋土は

灰白色 (10Y7/2)細砂である。溝内からの遺物の出土はなかった。

SD-302

2～ 4K～ M地区で検出した。南東―北西方向に伸びる。幅2.0～ 2.8m、 深さ0.5mを 測る。

埋土は灰白色 (10Y8/2)粗砂である。溝内からの遺物の出土はなかった。

3 まとめ

今回の調査の結果、古墳時代後期 (第 1面)。 古墳時代中期初頭 (第 2面)。 弥生時代 (第

3面)の遺構を検出した。

古墳時代後期 (第 1面 )

第 1調査面では古墳時代後期 (6世紀前半)の遺構を検出した。特にSP-110内からは須

恵器の杯身が出上していることから、当時の集落が存在していたと考えられる。

古墳時代中期初頭 (第 2面 )

今回の調査地で検出した同時期に当たる遺構は、土坑 3基 (SK-201～ SK-203)・ 溝 7

条(SD-201～ SD-207)で ある。各遺構内からの遺物の出土はなく、第9層および第10層

の包合層内から同時期に当たる土器の破片が極少量出土したのみであった。

今回の調査地に近接している昭和56年度八尾市教育委員会文化財課調査地 【表1の③こ1で
は、

古墳時代中期初頭頃の土抗を検出しており、更に (財)八尾市文化財調査研究会第 3次調査地

〔表 1の①笠2で
は｀同時期の集落 (居住域)を検出している。この調査地 【表 1の③ o①】と

今回の調査地 【表1の①〕は直線距離にして北へ約50mと近接しており、今回の調査地でも同

時期の遺構・遺物が存在していると予想された。しかし、今回の調査地では、この時期に当た

る遺構の検出はあったが、集落を構成するような遺構ではなく、また、遺構内からは遺物の出

土がないことから、集落 (特に居住域)が今回の調査地には存在していないことがわかった。

弥生時代 (第 3面 )

今回の調査地で検出した同時期に当たる遺構は、溝 2条 (SD-301・ SD-302)で ある。

遺構内からの遺物の出土はなく、時期の詳細は不明であるが、検出した面 (第 12層 )が長原遺

跡南部の層序の第 8景 に相当すると考えられることから、弥生時代の遺構と推定される。

註1(財)八尾市文化財調査研究会『八尾市埋蔵文化財発掘調査慨報1980・ 1981年度』 (財 )八尾市文化財
調査研究会報告 2  1983年 8月

(財 )八尾市文化財調査研究会 F八尾市埋蔵文化財発掘調査概要』昭和59年度 (財)八尾市文化財調査

研究会報告 6 1985年

(財 )大阪市文化財協会『大阪市平野区長原遺跡発掘調査報告Ш』 1983.3

註 2

註 3
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八尾南遺跡第19次調査 (Y S93-19)
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人尾南遺跡第19次調査 (Y S93-19)
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入尾南遺跡第19次調査 (Y S93-19)

調査地周辺 (西から)

調査地周辺 (北から)
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調査状況 (西から)

3

SP-110(1)・ 第 9層 (2・ 3)・ 第10層 (5)出 土遺物
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Ⅸ 山賀遺跡第 1次調査 (YMG93-1)



例 口

1.本書は、人尾市新家町 7丁目および東大阪市若江西新町 5丁目地内で実施した、公共下水

道工事 (平成 5年度第 2工区)に伴う発掘調査の報告である。

1.本書で報告する山賀遺跡第 1次調査 (YMG93-1)の発掘調査業務は、財団法人八尾市

文化財調査研究会が、人尾市教育委員会の指示書 (八教社文第54号 平成 5年 8月 12日付)
に基づき、八尾市下水道部から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は、平成 5年 10月 13日から12月 3日 にかけて、成海佳子を担当者として実施した

が、高萩千秋・坪田真―。岡田清―がこれを補佐した。また、現地調査には、澤井 幹が

参加した。調査面積は約46.24m2を 測る。
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山賀遺跡第 1次調査 (YMG93-1)

賀遺跡第 1次調査 (Y M G93-1)

1 1よ じめに

山賀遺跡は、八尾市北西端の新家町・山賀町、東大阪市若江西新町 。若江南町一帯に所在し

ている。今回の調査地は府道大阪中央環状線上に位置しており、道路上にある近畿自動車道天

理～吹田線では、道路建設に伴う大規模な発掘調査が、 (財)大阪文化財センターによって行わ

れている (1983～ 1985年一昭和58～ 60年 )。 その結果、当遺跡は縄文時代以降の複合遺跡とし

て認識されており、とくに弥生時代の大集落であることが明らかにされている。

2 調査の方法と経過

今回の調査は公共下水道工事 (平成 5年度-2工区)に伴うもので、当調査研究会が山賀遺

跡内で実施した最初の発掘調査 (Y M G92-1)で ある。

調査区は、発進立坑 2か所 。到達立坑 1か所の 3か所 (1区～ 3区)である。そのうち、北

側の 1区 。2区 は東大阪市若江西新町 5丁目に位置している。調査においては、工事の進捗状

況に合わせて随時調査を行い、工事による掘削が終了する時点まで立ち会った。調査期間は、

平成 5年 10月 13日 から12月 3日 までである。なお、 3つの調査区のうち、中央環状線沿いの 2

区 。3区は夜間調査であった。

調査は、北東部に位置するNo.2発進立坑 (1区 )か ら開始し、次いで 1区から西75m地点の

No.1発進立坑 (2区 )、 最後に 2区から南約125m地点のNo.0到達立坑 (3区)の順で行つた。

l区 は、平成 5年 10月 13日 から銅矢板を打設し、11月 8日 から掘削を開始し、11月 16日 に現

地表下6.3m前後までの掘削を終了した。 1区の調査面積は19.2ポである。

2区は、平成 5年 10月 14日 に鋼矢板打設に伴う機械掘削を行い、H月 18日 から掘削開始、H

月25日 に現地表下6.5m前後までの掘削を終了した。 2区の面積は 1区 と同じく19。 2m2でぁる。

3区は、平成 5年 10月 15日 に銅矢板打設に伴う機械掘削を行い、11月 29日 から掘削開始、12

月3日 に現地表下4.5m前後までの掘削を終了し、調査を終えた。 3区の面積は7.84〆である。

3 調査概要

1)1区

1区の地表面は、T.P.+4.4m前後を測る。ここでは、現地表下約4.7m(T,P-0,3m)前後

までが、過去の下水道工事によって攪乱を受けており、それ以下では、遺構・遺物は認められ

なかった。ここで確認できた土層は101層 ～112層 までの12枚である。これらのうち、101層黒
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灰色礫混じり粘質シルトは第 1黒色帝に、106層黒灰色粘質シルトは第 3黒色帯にあたるもの

と考えられ、前者は 2区 -220層 に、後者は 2区 224層 に対応する。101層以下には、湧水の多

い粘質シルトやシルトと微砂の互層などがあり、101層以下0.7mで 106層 に至る。以下には粘

質シルトと植物遺体の互層などがあり、最下は112層灰白色細砂に至る。

2)2区

2区の地表面は、T,P.+4.75mを 測り、盛土は約 lm程度ある。以下には、旧耕土・床土を

含むブロック層があり、現地表下1.3～ 1.4mで201層青仄色礫混じり粘土上面に至る。201層お

よび202層灰褐色砂混じり粘質土には、土師器の小破片が含まれている。それ以下には、粘土

。シルト・微砂・植物遺体を含む互層などが約2.8m程度にわたって数枚堆積してお り、この

間に、複数時期の河川流路があったものと考えられる。次いで、現地表下4.7m(T.P.± Om

前後)で第 1黒色帯である220層黒褐色礫混じり粘土に至り、以下には 1区 と同様、湧水の多

い粘質シルトなどが0.5m程度あり、第 3黒色帯である224層灰黒色粘土に至る。それ以下も 1

区と同様、粘土や植物遺体層などがあり、最下は湧水層である228層灰白色細砂～粗砂に至る。

3)3区

3区の地表面は、T.P.+4.5m前後で、盛土は0.8m程度、以下には 2区同様旧耕土・床土を

含むブロック層がある。以下、301層青灰色粘土 (2区 201層 に対応)、 302層灰褐色粘土・303

層暗褐色礫混じり粘質シルト (2区 -202層 に対応)が認められる。301～ 303層 には、土師器・

瓦などの小片が含まれている。これ以下には、河川流出土である粗砂～シルトや粘土などが堆

積している。

4 まとめ

今回確認した層序を、 (財 )大阪文化財センター

の調査結果に対応させたものが右の表である。

今回の調査地は、小面積ではあったが、地表

下 6mに まで及ぶ工事掘削に伴って、低平地の

深層部の断面観察ができたことは有意義であっ

た。また、過去の調査結果からも、当調査地が

弥生時代～古墳時代を通じて居住地の外側〕こ位

置していることが明らかになった。

層序対照表

(財 )大阪文化財センター調査地

(山賀その5・ その6)

今 回 の 調 査 地

1区 2区 3区

弥生時代後期 (5) 1可 川 203～ 206層 304～ 307層

弥生時代後期(3・ 4)水田
207～ 211層

308層

弥生時代後期 (1) 湿地

弥生時代中期 (3) 河川 213層 309～ 311層

弥生時代中期 (1) 水田 214層 312～ 314層

弥生時代前期 (2) 溝・河 216～ 218層 315～ 317層

第1黒色帯 101層 220層

第3黒色帯 106層 224層

縄文晩期以前    河川 111～ 112層 228層

参考文献 (財)大阪文化財センター 『山賀 (その 5。 その 6)』 1986年

-118-



山賀遺跡第 1次調査 (Y M G93-1)

抑
m

第 1図 調査地周辺図 (山賀遺跡第 1次調査・第 2次調査)(S=1:5000)
※アミカケは(財)大阪文化財センター調査地
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GL― TP+4.750m

GL― TP+4.1

盛土

攪乱 GL―TP+4.420m

第 1黒色帯

///104

/ン
/105

縄文晩期河川

3000m

2.000m

312

1.000m

_315

200 耕土・床上のブロック

３０‐

３０２

蟄

土師器・瓦片

弥生後期 (5)河川

307

＼

弥生後期 ~
″´~(3・ 4)水 日

%
河川

3051::::::::::::::::::::::::::::::::::

206:::illi」 :1111平 :平下★:

308

:すOⅢ :::::ⅢⅢ::i::守 i:::|

311:::■ ::■::■::■::■ ::

弥生中期 (1)河川

}}}ヽ二■}:二 ●ヽ こ1216

弥生前期 (2)河川

±0.000m

魂■1難機鴻 317上 :士 :::::::::::::::士 :::::ギ ::ギ

｀ヽ
221

ィィ 224第 3黒色帯

-1000m

223

225

109
227

111

層名

101黒灰色礫混ンル ト質粘土 (第 1黒色帯 )
102黒灰色礫混シル ト質粘土・
青灰色ンル ト質粘土・灰色微砂の互層

103青灰色シル トと灰色微砂の互層
104灰色粘質シル トと灰色微砂の互層
105灰色粘質シル ト
106黒灰色粘質シル ト(第 3黒色帯 )
107黒灰色～灰色粘質シル ト
,03暗灰色粘質ンル トと植物遺体の互層
109暗灰色シル ト
110灰色微砂混粘上
111灰青色シル ト～微砂
H2灰 自色細砂

2区東壁

20i

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224灰黒色粘土 (第 3黒色帯 )
225暗反色粘土
226灰茶色粘土 (植物遺体含む)
227灰茶色微砂混粘質シル ト
228灰 白色細砂～粗砂

第 2図 基本層序模式図 (S=1:50)

管灰色礫混粘土

反褐色砂混粘土

明褐色粘土 とンル トの互層

にぶい褐色ンル トと微砂の互層

褐灰色シル トと灰色微砂の互層

暗灰色シル トと微砂の互層

灰色粘土・ シル ト・ 植物遺体の互層

植物遺体

暗青灰色微砂混粘質ンル ト(植物遺体含む)

青灰色粘質シル ト

灰色細砂

庚色粘質ンル ト

自灰色粗砂

灰掲色シル ト混粘土

灰色粗砂混粘質シル ト

反色ンル ト混粗砂

暗青灰色シル ト混粘土

淡青灰色礫混粘質シル ト

淡青灰色粘質シル ト

黒掲色礫混粘上 (第 1黒色帯 )
青灰色粘質シル ト

乳灰色シル ト混微砂

灰青色粘土

3区南壁

+4000m

301青灰色粘土
302灰掲色粘土
303暗褐色礫混粘質シル ト
304淡掲色粗砂
305暗褐色シル ト混粗砂
306灰色粗砂
307暗灰色シル トと青灰色微砂の互層
308暗灰色粘質シル ト
309青灰色微砂
310褐色粘質シル トと灰色微砂の互層
311灰色微砂・掲色粘質シル トの互層
312暗掲色粘質シル ト～粘土
313青灰色シル ト質粘上
314灰色ンル ト質粘土
315灰自色礫～粗砂
316暗灰色砂混粘賀ンル ト～粘土
317灰色ンル ト・微砂・粘質 シル トの互層

1区北壁
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山賀遺跡第 1次調査 (Y M G93-1)

1区北壁 (101層 以下 ) 1区北壁 (108層以下 )

3区 1次掘削

2区北壁 (208層 以下 )

3区南壁最終掘削
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山賀遺跡第 2次調査 (Y M G93-2)



例 口

本書は、人尾市新家町 3丁目地内で実施した、公共下水道工事 (平成 5年度第 3工区)に

伴う発掘調査の報告である。

本書で報告する山賀遺跡第 2次調査 (YMG93-2)の発掘調査業務は、財団法人人尾市

文化財調査研究会が、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第72号 平成 5年 9月 17日付)

に基づき、八尾市下水道部から委託を受けて実施したものである。

現地調査は、平成 6年 1月 H日 から2月 26日 にかけて、成海佳子を担当者として実施した

が、他に高萩千秋・原田昌則・西村公助・中野篤史がこれを補佐した。調査においては、

澤井 幹・柴田達弥 。西村和子が参加した。調査面積は約66.12m2を 測る。

本 文 目 次
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山賀遺跡第 2次調査(YMG93-2)

X 山賀遺跡第 2次調査 (Y M G93-2)

1  1よ じめに

今回の調査地は府道大阪中央環状線上に位置しており、山賀遺跡第 1次調査地の南約700m

付近にあたる (山賀遺跡第 1次調査 第 1図参照)。

2 調査の方法と経過

今回の調査は公共下水道工事 (平成 5年度-3工区)に伴うもので、当調査研究会が山賀遺

跡内で実施した 2度目の発掘調査 (YMG92-2)で ある。

調査区は、発進立坑 1か所・到達立坑 2か所の 3か所 (1区～ 3区)で、そのうち 1区・ 3

区が東大阪市友井 5丁目にあたっている。調査においては、工事の進捗状況に合わせて随時調

査を行い、工事による掘削が終了する時点まで立ち会った。調査期間は、平成 6年 1月 10日 か

ら2月 26日 までである。この調査では、 2区が夜間調査であった。

調査は、北西部に位置するNo.1到達立坑 (1区)か ら開始し、次いで 1区から東35m地点の

No.2発進立坑 (2区 )、 最後に 2区から南85m地点のNo.3到達立坑 (3区 )の順で行つた。

1区は、平成 6年 1月 11日 から掘削開始、 1月 14日 に現地表下6.3m前後までの掘削を終了

した。 1区の面積は11.16m2でぁる。

2区は、平成 6年 2月 3日 から掘削開始、 2月 16日 に現地表下6.Om前後までの掘削を終了

した。 2区の面積は40。 56m2でぁる。

3区は、平成 6年 2月 22日 から掘削開始、 2月 26日 に現地表下6.Om前後までの掘削を終了

し、調査を終えた。 3区の面積は14.4m2で ぁる。

3 調査概要

1)1区

1区の地表面は、T,P,+5,7m前 後を測る。ここでは、工事による最終掘削深度 (現地表下

6.3m=T.P.-0.5m前 後)ま でが、過去の下水道工事によって攪乱を受けていた。

2)2区

2区の地表面は、T,P,+5.5mを測り、東部の民地側では盛土は0,9m程度、以下には201層

黒灰色礫混シルト (旧耕土)、 202層青緑灰色礫混粘質シルト (床土)、 203層緑灰色礫混粘質シ

ルトなどがある。西部の道路 (歩道)側では盛土は1.2～ 1.3m程度で、203層 までが削平され

ている。以下には、黄褐色～灰色系の粘性の高い粘土が数枚堆積している(204～ 206層 )。
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次いで207層暗灰色粘土に至るが、この層は上面に高まりなどがあり、古墳時代後期の水田

耕作土に対応する。207層の上面はT.P,+3.6～ 4.7m、 厚さ0.3～ 0.4m程度である。

207層 の下部には、白～灰色の粗砂～微砂・植物遺体とシルトの互層などが1,7～ 2.Omに わ

たつて堆積しており(208層 )、 次いで炭化カルシウム・植物遺体を含む灰色～青色系の粘土 (209

～213層 )があり、粘性の高い黒色粘土 (214・ 215層 )に至る。214・ 215層 は、T.P.+lm前後

にあり、いわゆる「黒色粘土帯」に対応するものであろう。

以下には216層淡青灰色粘土が0.2～ 0.3m程度堆積し、再びシルト～粗砂の互層 (217層 )、 植

物遺体を多量に含む茶褐色粘質シル ト(218層 )、 青灰色粘土 (219層 )に至る。219層 は厚さ0.5

mま でを確認し、最終面は現地表下約6.Om、 T.P.0,479mに達する。

3)3区

3区の地表面は、T.P.+5.7m前後で、盛土は1.0～ 1.3m程度あり、旧耕土・床土は削平さ

れている部分が多いが、以下には 2区 と同様の土層堆積が認められる。

301層黄褐色粘土は 2区 203・ 204層 に、302層褐色粘質シルトは 2区 -205・ 206層 に、303層

灰色微砂混粘土は 2区 -207層 に対応する。次いで灰色シルトと植物遺体の互層を数枚含む305

層粗砂が堆積するが、これらは 2区 208層 に対応する河川内堆積土である。

以下には、炭化カルシウムを含む306～ 308層灰色～青灰色系のシルト(2区 -209～ 213層対

応)があり、次いで粘性の高い309層黒灰色粘土 。310層暗灰色粘土に至る。309。 310層 はT.P.

+1.5～ 2.Om付近にあり、 2区 214・ 215層 とともに「黒色粘土帯」に対応するものであろう。

以下には311層青灰色粘質シル ト。312層微砂混シルトがあり、再び1可川内堆積土である313

層灰色粗砂に至る。313層 の厚さは1.5m以上、最終面は現地表下6.Om、 T.P.-0.285mで ある。

4 まとめ

第 1次調査同様、今回の調査でも低平地の

深層部の断面観察ができた。また、過去の調

査結果からも、当調査地が縄文時代晩期から

弥生時代後期を通じて、少なくとも3度の河

川流路にあたっていたことが明らかになった。

今回確認した層序を、 (財)大阪文化財セ

ンターの調査結果に対応させると、おおむね

以下のようになる。

層序対照表

(財 )大隈文化財センター調査地

友井 (その 1)。 (その 2)

今 回 の調 査 地

2区 3区

中世面     水田 205層 301層

古墳時代後期面  水田 207層 303層

弥生時代後期砂層

|

弥生時代中期砂層

可

　

　

　

可

208層 305層

弥生時代中期面 209～ 213層 306・ 307層

弥生時代前期面  第3黒色粘土 214,215層 309,310層

縄文時代晩期砂層 1可川 217層 313層

縄文時代晩期面 218層 ?

参考文献 (財)大阪文化財センター F山賀(その5,その6)』 1986年
『友井東(その 1)』 1984年  『友井東(その2)』 1983年
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山賀遺跡第2次調査(Y M G93-2)

3区西壁

2区東壁 GL=TP+5.680m―

~1難

 |~α

L=・R+駐 mm

黒灰色礫混シルト(旧耕土)

青緑灰色礫混粘質シルト(床土)

緑灰色礫混粘質シルト

灰黄色粘土 (粘性高い)

黄灰色粘土 (粘性高い)

灰茶色粘質シルト(マンガン斑紋あり)

皓灰色粘土 (粘性高い、粗砂少量含む)

灰色粗砂

灰色ンル トと植物遺体等の互層

白灰色粗砂

暗灰色粘質ンルト

黄色灰色粗砂

縄文時代晩期砂層 (河川)

縄文時代晩期面

臨

２０‐

２０２

２０３

２０４

２０５

２０６

２０７

２０８

209

210

211

212

213

214

215

216

217

灰青色粘土 (炭化カルシウム)

青灰色粘土と微砂の互層

青灰色粘土 (粘性高い)

灰黒色粘土 (粘性高い)

黒灰色粘土 (粘性高い)

淡青灰色粘土

青灰色粗砂

灰色粘質シルトと植物遺体の互層

黄灰色粗砂

晴茶掲色粘質シルト(植物遺体含む)

青灰色粘土

古墳時代後期
面(水口)      

｀

303

植物遺体―

弥生時代後期～

蓮基塁 妄珊F

第 1図 基本層序模式図(S-1:50)

301黄掲色粘土
302褐色粗砂混粘質ンルト

303暗褐色粘土

(植物遺体・炭化物含む、粘性高い)

304灰掲色粘土 (粘性高い)

305灰色粗砂
灰色シルトと植物遺体の互層

灰色粗砂

306灰色粘質シルト

307青灰色粘質ンルト

(炭化カルシウム含む)

308灰色シルト(炭化カルシウム含む)

309黒灰色粘土 (粘性高い)

310暗灰色粘土 (粘性高い)

311青灰色粘質ンル ト

312青灰色微砂混シルト

313灰色粗砂
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1区完掘 3区西壁 (303～305層 )

2区東壁 (207-208層 ) 3区西壁 (305～309層 )

3区西壁 (307～313層 )

2区東壁 (208-219層 )
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中日遺跡

(第 16次調査)

(第 17次調査)

(第 18次調査)

(第 20次調査)

(第 21次調査)

(第 22次調査)

(第 23次調査)

大阪府人尾市八尾木北1丁目38・ 34 27212

度

分

秒

唖
船
妙

19930517～ 0527
共同住宅建設に伴う

事前調査

大阪府人尾市刑部3丁目82-2 27212

度

分

秒

135度

37分

18秒

19930728～ 0811
共同住宅建設に伴う

事前調査

大阪府人尾市刑部3丁目地内 27212

度

分

秒

135度

37分

18秒

19931004～ 1009 10
電気管路新設に伴う

事前調査

大阪府人尾市八尾木北6丁目地内

度

分

秒

135度

37分

07秒

19931012～ 1015
公共下水道工事に伴

う事前調査

大阪府八尾市刑部3丁目地内

度

分

秒

唖
船
り

19931020～ 1022
公共下水道工事に伴

う事前調査

大阪府人尾市刑部3丁目～人尾木北6丁目 27212

度

分

秒

135度

37分

09秒

19940118～ 0214
電気管路新設に伴う

事前調査

大阪府人尾市中田4丁目H8 27212

度

分

秒

唖
船
勒

19940301～ 0304
防火水槽設置工事に

伴う事前調査

人尾南遺跡

(第 19次調査)
大阪府八尾市西木の本4丁目4番地 27212

34度

35分

48秒

135度

35分

01秒

19931018～ 1213
宿舎建設に伴う事前

調査

山賀遺跡

(第 1次調査)

(第 2次調査)

大阪府人尾市新家町7丁目 27212

度

分

秒

唖
船
聰

19931013～ 1203 4624
公共下水道工事に伴

う事前調査

大阪府人尾市新家町3丁目 27212

度

分

秒

135度

35分

55秒

19940111～ 0226 6792
公共下水道工事に伴

う事前調査

浙収這昴名 極別 主な時代 ギ茂積物 I・記事距

甲 WttJIlヽ  罪 10人

第17次

第18次

第20次

第21次

第22次

第23次

集落遺構 占噴時4モ 袖ヱ柱 布留式十器

集落遠梧 弥⊆町 lκ僚郷

古増時代前期

工 奇朱頂

土坑 ,溝
弥生主器・圧獨

式土器・布留式

弥生時代後期の大型器台

末日積橋 中世 水団 土l巾器

隼落積橋 古増時代後期 坑 須悪器

落清構 鎌合時代 土師器

古婚時代 オ1フ なし

集洛遺構 百を 古式■師器

人尾蘭遺跡第19次 集洛遺構

古墳時代中期
古婚障什絡tR

薦

土坑・溝

土坑・小穴・溝

なし

幹式系土器・須
首異  キ肺哭

出賞這跡 第1次
第2次

水田員穏 縄文時代晩期～弥生時代

水団遺穏 縦文時代晩期～中世 水田・イ可,H なし
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1中 田遺 跡 (第16次調査)  Ⅵ 中 田遺 跡 (第22次調査)
Ⅱ 中 田遺 跡 (第17次調査)  Ⅶ 中 田遺 跡 (第23次調査)
Ⅲ 中 田遺 跡 (第18次調査)  Ⅷ 入尾南遺跡 (第19次調査)
Ⅳ 中 田遺 跡 (葬20次調査)  Ⅸ 山 賀 遺 跡 (第 1次調査)
V中 田遺 跡 (第 21次調査)  X山 賀 遺 跡 (第 2次調査)

行  1994年 10月

集  財団法人 八尾市文化財調査研究会
〒581大阪府入尾市青山町 4丁目4香 18号

TEL0729--94--4700

印 刷  lln近畿印刷センター
表  紙 レザック66 <260kg>
本  文 マットアート<90k9>
見 返 し 上   質 <90kg>
色トビラ 色 上 質  厚 口
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